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δ ぴ 自 民 伴 C 洋 。

（ 国 ） 園 瓢 π 傍 耳 δ 鄭 藤 S 自 庫 α 葺 伴 囎 望

　 　 団 団 δ 》 洋 ％ ゆ 労 「 鄭 蝋 」 伴 σ ゆ 訓 義 ぴ 。 瞳 螂 、 酔 嘩 雪 融 氏 C 《 ぴ ’ 御 ぴ 卵 ぴ

　 園 購 瀧 葺 8 丹 δ 「 鄭 疎 」 淺 モ ・ ワ 盈 舜 誉 爵 嘩 翫 呂 ぴ 臼 伴 δ o σ パ 真 潮 囲 S 分 目 舜

　 舜 つ づ 厭 崩 ゆ 。 叫 む び ぴ ’ 園 瀞 δ 銚 σ バ 舜 、 野 焼 、 滋 慰 ぴ 曲 雌 針 ＞ S 酪 期 嘩 麺

　 雨 冷 δ 鰍 渉 “ 卵 S 丑 δ 醜 雌 針 ＞ S 鯨 卵 嘩 醤 樹 C o o 、 疎 剛 δ 瞬 G パ 醤 藩 S 抽 可

　 婚 陣 営 累 C 弾 豆 9 園 熟 瀧 葺 蝋 淺 麺 瑠 氏 鰍 渉 ぴ 爺 期 嘩 柵 誌 叫 ぴ 臼 伴 轡 蹴 掛 香

　 冴 暖 伴 叫 え 瞭 弓 翫 ぴ 。

　 　 園 滋 δ 計 算 ぴ 曲 蝋 S 爵 磁 q 耳 δ 圏 C バ 翼 ノ δ ゾ 。 バ 舜 ＞ 黛 － 斗 こ ヌ 申 へ 受 黛 鋤

　 瞭 渉 廿 噛 糾 艶 書 d 殴 。 持 碁 戸 卵 e 黙 、 σ ぴ 谷 ぴ 曲 醸 S 皿 団 弟 蔚 蘇 餅 盤 麟 叫 ぴ 断

　 緬 ♪ S 諏 潜 義 》 ① 鏑 」 園 靭 帯 薄 藤 代 曲 報 S 旨 蔀 酪 途 囎 δ 叫 え 昧 d 翫 び 伴 S 断 最

　 S σ 氏 δ 、 σ ぴ 谷 ぴ へ ▽ 刈 尋 1 ＞ τ ・ 〕 V 侍 V 7 を 四 四 弟 詩 論 薄 ゆ S 聴 》 、 汁

　 》 湘 翻 蜘 堰 S 冴 O 諾 》 淺 一 律 論 C 葎 。 冊 洋 ’ 図 書 伴 曲 醸 S 圏 索 餅 鰐 瀞 潜 さ 伴 甫

　 凶 ぴ 餅 書 軸 勇 む 氏 8 疎 畑 ぴ 曽 さ O 、 醜 蝋 碁 協 画 期 瀧 薄 蝋 δ 違 C バ 田 田 δ 餌 醍 「

　 曹 酪 叫 凶 ぴ 逓 無 館 町 亘 叫 ぴ 牙 δ 諮 》 ひ 蒔 叫 声 渦 魏 δ 郎 s ％ 」 空 汁 莇 誉 ♂ 障 ①

　 叫 き o O 蹄 ぴ 。

　 　 洋 C サ δ “ 園 熟 議 薄 鰍 伴 醜 醸 S 酷 δ 舜 ’ 、 頭 離 右 書 聾 S 囎 C ぐ 並 耳 斗 葵 、 醇 訪 翫 9

　 臼 S 曲 湘 酷 魂 離 髄 薄 囎 S 牙 6 由 》 δ 外 。 《 ▽ C δ ぴ ・ プ 眠 く 叫 び 覇 計 回 書 “ 野 H

　 　 C つ 廿 可 酢 δ 猷 ぴ 。 C 誉 「 画 期 融 薄 雌 伴 邸 鰍 3 謡 S “ 耳 鼻 群 、 醇 嘩 繋 魯 ぴ 詳 審 δ

　 ｝ 野 諫 離 瀧 癖 S 牙 O 諮 》 S 》 δ 外 ぴ S δ 舜 十 Φ 虻 叫 叫 沁 む σ 。 徹 ぴ 卵 ぴ 副 眼 S

　 酷 δ 舜 職 － 』 醤 伴 崇 颯 「 』 醤 氏 σ 」 酪 つ 淺 猷 9 園 雲 δ ノ ① 郵 藷 杏 酪 期 甘 藍 囎 δ O σ

　 パ ’ 心 置 ① S 舗 「 」 咄 乖 冷 酷 ゆ δ パ 熱 讚 甦 諏 離 嘩 乖 洋 氏 C 《 ぴ 、 撞 く 8 鄭 疎 舜 臼 養

　 　 嘩 ぴ 伴 δ 禄 欝 δ 砂 臨 書 舜 誰 堅 餅 鏡 臼 む 」 臼 氏 舜 図 撒 6 猷 ぴ 。 臼 3 断 コ 舜 、 一 覧

　 難 き 概 、 四 四 落 研 伴 σ 」 淋 菌 S ぴ 伴 δ 、 園 贈 酷 薄 蝋 δ 岳 」 蛋 圖 蕪 舜 蝸 劃 轡 曲 醸

　 　 δ 強 奪 バ C 冊 」 銚 細 雪 淺 翫 ぴ 。

　 　 　 C 葎 淺 。 《 、 臼 田 δ 図 書 δ 憐 3 ① 雪 δ 熊 璽 氏 “ 野 面 。 旧 二 細 書 雷 舜 醜 醸 義 ゆ 輪 番

　 　 舜 米 一 」 蚤 嘩 叫 δ 障 魯 δ 県 賜 砂 書 雛 杏 誌 楚 酪 訓 卵 S 醜 蝋 淺 醜 咽 伴 叫 ぴ 氏 瞭 δ 醜 畑 伴

－ ω 『



叫 び 歳 耳 十 ¢ δ 瀧 薄 「 卵 S 曲 蝋 伴 伴 ぴ δ 鰍 渉 ’ 卵 8 曲 醸 曲 説 臼 舜 」 抽 畑 薄 荷

S 洲 思 耳 嘩 叫 か 自 民 伴 離 洲 ぴ ≧ 魁 δ 様 ぴ 。

　 針 琳 皿 ゆ 興 ’ 雪 蓋 S 楚 串 咄 δ 蝕 つ 《 ’ 園 雲 e 「 飾 罷 （ ま ロ 。 ｛ m q ） 」 蜘 誤 8 離

洲 廿 嘩 識 ⇒ 「 図 書 舜 典 雌 8 望 瞬 酪 麺 雨 冷 δ 燕 渉 m 埋 叫 え 卿 臼 氏 嘩 融 蚤 C 洋 。

臼 e 「 粛 融 」 伴 つ ゆ 鵡 ゆ 杏 “ 曲 疎 丑 ワ S 鰍 渉 廿 δ “ 野 卵 S 熊 鼠 δ 説 つ バ 4 1 ＞

q 氏 O e 醜 鰍 δ 津 C パ 、 卵 鏑 醜 き 薗 望 S ＞ 部 嘩 ぴ 。 葎 ＞ 醒 伴 C 《 煎 「 州 S 醤

慰 酪 4 ぴ ’ 伴 σ 」 畑 甦 訪 畑 サ 雪 《 σ ぴ 。

　 ぴ 。 氏 ぴ ノ 曲 醸 S 韓 暴 酪 譜 面 番 δ 鴫 ◎ 箇 叫 伴 叫 き 舜 ’ 皿 唾 伴 曲 疎 S 田 口 蕩 冊

嘩 偽 印 冊 づ 醤 睡 叫 え 鋳 誉 氏 σ 」 醍 醐 δ 画 回 叫 ぴ 臼 佳 什 舜 び 。 氏 O ぴ 耳 黍 光 蓋 画

期 嘩 3 〈 、 δ 洋 諦 a 討 つ （ “ 野 口 S 野 」 舜 藍 餌 “ ∩ 臨 薩 叫 ぴ 臼 伴 淺 螺 塾 触 鈴 ぴ 嚢 ’

画 期 謙 珊 鰍 “ 野 書 画 舜 ぴ 緬 ゆ δ ¢ 醜 瞭 8 貯 砂 斜 脚 嘩 、 藩 一 蜘 番 舜 苗 齢 氏 鰍 凶

（ 記 理 外 ≧ 曝 δ 翫 び 。

　 C 洋 義 。 《 、 曲 蝋 ・ 戴 鼎 義 蔵 壽 酪 懸 S 離 C 醸 渉 ’ モ 粍 酪 卦 3 障 鰯 δ 、 囲 皿 章 野

冊 焼 餅 砂 醤 圖 8 旨 緬 誉 男 臼 S 齢 δ 嘩 幽 耳 》 茸 か サ 酬 サ 酪 、 悪 闘 δ 堂 辱 叫 ぴ ※ 畑

淺 融 ぴ 。 臼 S ％ ゆ 鉛 滞 一 」 蚤 嘩 藍 聯 つ む く 銚 臼 舜 」 詩 書 S 細 書 魯 舜 瞬 懸 δ O σ 《 。 野

園 職 事 皿 ① 淺 達 ヘ ア 畑 へ V 酪 斎 爵 C 瀧 郭 外 》 瞬 δ 翫 δ 氏 S 鯨 画 嚢 薙 勝 σ 一 寸

δ 4 識 一 呂 む 嫡 ヘ ア 畑 へ V 嘩 冊 呂 ぴ 臼 氏 δ ％ o 《 曲 部 S 米 「 」 蚤 曲 想 画 論 叫 ぴ 臼 氏

嘩 瞭 ゆ 叫 び 酬 σ 醒 サ 茸 ぴ 。 誰 一 番 舜 磯 へ τ 畑 へ V 蒔 満 目 ぴ δ ノ 曲 節 δ 鏡 耳 ぴ 藩

購 S 園 晋 δ ％ ぴ 光 一 」 蚤 娼 S 甘 藍 酷 熱 ぴ サ 舜 礪 く 説 く 氏 C 《 φ 図 書 ’ 園 熟 瀧 葺 蝋

舜 ］ 園 8 麺 暴 論 幅 π 畑 ‡ 耳 ① き 津 田 ① S 様 ［ 」 蚤 臆 癬 δ 謙 ぐ ／ 贈 沸 氏 C 障 聡 無 d 曲

疎 e 惜 答 δ 津 無 叫 え 瞭 6 翫 び 。

　 臼 e ％ ゆ 【 9 「 煎 闘 」 螂 蕊 傍 耳 ’ 佃 蝋 3 畑 見 嘩 叫 ≧ パ 卵 S 恵 O δ 癩 耳 》 き び

氏 σ “ ぴ S d 舜 舜 〈 ’ 佃 蝋 淺 ゆ 竜 書 鋤 米 二 掻 餅 「 心 3 書 囲 8 丑 δ 皿 ひ 淺 知 σ 雌

辮 C σ 氏 鰍 凶 ぴ 鮨 詰 淺 δ 昧 ぴ 外 」 δ 蝿 薄 耳 嘩 叫 び 臼 伴 嘩 小 S モ 薄 伴 》 δ 》 味 d

蹄 ぴ 。 ↓ 隙 、 臼 S 愈 融 螂 誤 S 瞭 渉 断 舜 、 離 糸 S ＼ ゐ 矯 一 斗 こ 筑 ＞ 、 四 四 落 研 諜 融

既 螂 氏 ぴ 糊 膏 ぴ ’ 聾 C σ 佃 蝋 丑 ウ 8 園 熟 酷 熱 賠 叫 ぴ 離 凶 廿 伴 C パ 、 戯 ひ δ 蕪 σ

瀞 理 嘩 講 耳 δ 良 ゐ 糊 噛 翫 ぴ 。

」 ＃ －



（ o o ） 舜 雌 丑 ウ S 園 雛 嘩 満 曲 叫 が 洋 品 π 圏 蜜 蝋 致 知 洋 叫 λ 働 盛 盟

　 　 園 靭 S 丑 ワ π 曲 疎 嘩 蒔 臨 蟻 耳 ぴ 自 陣 δ 舜 》 廿 8 湘 鄙 淺 鋤 σ 伴 C バ φ 臼 雪 嘩

　 田 舞 醐 期 S 冊 δ 渦 嬬 C パ σ 〈 」 凶 づ “ 野 離 渦 δ 蘇 奇 骨 弼 珊 杏 醍 醐 淺 溝 口 9 巾

　 S 輪 弟 e 洋 3 δ 聾 画 期 δ 翻 “ 叫 δ 小 雪 醜 茸 S 詩 舘 S 疎 ’ 叫 鋤 ぴ ぴ “ 園 期 瀧 薄

　 雌 、 曲 疎 ’ 嬬 最 ・ 哉 罫 舜 馬 諺 ’ 車 田 S 曝 騨 璽 嘩 歯 S δ 湘 洋 C 《 つ く 口 径 ひ ！ 薗 3

　 パ 掛 橋 仕 舞 ぴ 。 臼 田 δ 舜 、 兜 焼 “ 円 き ひ S 翻 粛 蝋 淺 傷 8 ％ 趣 鋤 薄 哩 嘩 直 ぐ ／ 冊

　 葎 卵 円 づ 餉 S 野 」 舜 醒 餌 義 降 商 C パ σ ぴ サ 嘩 、 細 書 番 鋤 鍋 室 σ 掛 渉 o O 蔦 理 C

　 《 σ 〈 。 （ 舜 傍 ’ 贈 皿 ゆ S 整 理 弓 巾 野 曝 光 δ ‡ C 障 「 佃 蝋 S 蘇 舗 「 」 伴 魁 誤 δ 圏 叫

　 ぴ 断 鋤 餅 か 伴 都 舞 」 嘩 薗 叫 鋤 掴 C O O 難 鄙 嘩 計 目 糞 。 葎 。 ）

e 園 購 融 繋 雌 S 囎 暫

　 ↓ □ S 園 期 舜 、 園 皿 劉 鵡 慰 書 、 繍 壁 皿 ヲ 郵 瞭 溝 雲 、 卵 S 陰 瞳 〈 S 羅 藤 淺 置

む δ 、 C サ σ 融 雪 ① S 爵 藤 豆 串 1 ＞ 氏 C 《 一 ＞ S 曲 蝋 S 酪 蜘 δ 融 葎 ぴ 臼 伴 淺

一 露 君 民 舜 。 《 σ δ 。 臼 磐 舜 、 噛 踏 S 園 薪 謙 珊 醸 訪 鎌 響 町 ぴ 瀞 醗 δ 銚 σ （ 軽

δ 6 弓 舜 タ 誉 蔦 S 罵 熟 ヨ δ 鏡 σ バ φ 虐 e 園 熟 議 鶏 ’ ⇒ 藤 翻 薬 煉 舜 因 氏 S

隣 諮 S 綱 目 舜 ～ ノ 隷 舜 癩 む び 淺 説 鏡 α む 画 蘇 8 臼 氏 淺 σ 凶 ぴ 。 臼 S モ δ 、 園

雲 義 油 津 叫 霜 珊 員 外 園 熟 談 謎 S 丑 ウ 魯 舜 嬰 ① 蒔 田 ① 齢 臼 舜 ぴ 氏 叶 ぴ δ ’ 由 一

＞ ゆ 丼 嘩 誹 猟 叫 び 臼 伴 淺 圖 燗 仕 舞 餅 C 汁 淺 。 づ 璽 ぎ 岳 “ 鋤 壮 町 勢 睡

磯 m 謎 舜 ’ 蔀 ゆ δ ％ o バ 舜 卵 S 諮 湘 δ o σ 《 3 期 中 嘩 ⑳ 」 鋭 鋒 藍 呂 δ ぴ 薗

3 バ 曲 σ 卿 県 嘩 σ O 。 聯 詩 、 申 一 ＞ 冴 S 図 書 氏 C 《 “ 既 酪 園 、 尚 脹 園 、 脹 画

図 舜 傷 職 輝 S 回 雪 営 圏 “ 叫 び 臼 氏 ぴ 田 舞 番 δ 献 伺 ◎ 」 ぴ 膨 、 虫 一 ＞ 冴 δ S 麹

灘
姻 高 ｲ 舜 ｝ 叩 遡 闘 ・ 圃 瞬 繭 ｝ 軸 齢 咽 面 算 叫 臨 阿 柚 ゆ 園 δ 凶 世 四 ψ 劉 『 （ ○ ・ 『 無 曝 渉 ① 軸 ρ 州 よ

　 　 臼 3 ％ ψ π 園 皿 ヨ 舜 、 醜 蝋 S 酪 期 δ 丹 ◎ 由 傑 冊 d 、 号 ワ 書 舜 熊 珊 一 」 民 田 ｛ 田 嘩 ゆ

　 」 ひ ！ 戯 ① δ 園 雲 翫 ぴ σ 舜 園 熟 議 薄 職 員 、 吏 引 8 野 ゆ 舜 瀟 咽 」 曝 首 。 パ σ ぴ 。

（ 図 ） 軸 蝋 S 舞 舞 霜 鵡 、 磯 朝 議 鑑 識 葺 伴 毒 叢 S 癒 溝

　 　 回 雪 、 御 S 虐 S 園 滋 融 葺 蝋 眞 ’ 辮 聾 、 田 蒜 呂 鉛 醐 蜘 δ 祉 σ 《 “ 外 曲 吐 S 鯨

　 佃 嘩 醤 画 f 醜 疎 8 藩 δ δ 吟 。 洋 画 期 酪 難 癖 叫 ぴ 界 ゆ 鵬 3 鋤 く パ 舜 舜 ① 舜 σ 。

　 臼 S 緬 ゆ δ 園 皿 貢 野 畑 疎 嘩 醤 露 蹴 ぴ 喬 鳶 氏 C バ 憩 ぐ ／ 粛 融 雪 舜 悪 癖 嘩 懸 く 県

　 咽 義 猷 δ ’ 口 置 臼 小 義 「 鄭 課 冊 ウ S 園 期 」 8 函 暖 可 融 δ 。 細 書 雷 δ 舜 、 臼 鏑

－ 快



叫 δ 碁 O 強 冊 鏑 バ 曝 詩 野 ゆ “ 9 へ V 刈 斗 1 ＞ τ ・ 〕 〉 侍 V プ S 牙 乖 を 罵 熟 跳

鄭 S 翻 勤 労 偽 ノ 醜 醸 δ 逐 叫 ぴ 罵 鵡 孟 魏 S 灘 薄 淺 圖 咽 伴 舜 ぴ 。 円 き 伴 伴 σ δ 曲

鰍 8 醐 期 孟 爵 嘩 感 菖 δ 牙 賠 ぐ ノ 刈 ． 畑 へ ＞ 粕 一 嘩 究 騰 叫 ぴ 臼 伴 φ 図 書 嘩 舜 q

呂 氏 叫 ぴ 園 瀞 瀧 薄 疎 淺 前 」 圖 媚 舜 凪 誤 d 融 ぴ 。

（ へ ） ε ぴ 百 が 萌 酋 灘 漆

　 　 佃 蝋 S 鰐 期 8 涛 δ δ 違 C 《 回 雪 淺 態 9 δ 軒 q ぴ 臼 伴 σ 、 曲 疎 号 ワ S 園 職 δ

　 鏡 σ 《 舞 曲 鼎 爵 畑 無 比 労 ぴ 。 臼 S 易 賠 螂 談 “ ∩ 圏 C 《 舜 ノ 園 雲 淺 箇 々 δ 抽 」 臼

　 氏 δ 箕 田 唾 サ ① 弼 判 淺 翫 9 洋 伴 凶 舞 曲 蝋 S 磯 鶏 S 卦 呂 a 達 嬉 恨 蒔 δ 軒 G ぴ

　 丼 亜 嘩 “ 軒 誌 螂 談 S 丑 暖 伴 C パ 郎 君 δ 貿 融 C 《 σ 〈 舜 代 S 廿 澗 義 眼 畑 d 融 δ

　 臼 氏 好 音 盗 難 串 琳 δ 重 町 議 C 討 葎 C 望 9 璽 慧 蔀 熟 s 難 3 δ 藁 縄 》 瞭

　 臼 伴 舜 、 即 ぴ 徹 σ 図 書 伴 つ 」 羅 羅 を 園 源 氏 σ 」 、 ＞ 砂 伴 回 諮 C 障 詳 細 δ 函 南

　 叫 び 国 赴 8 罵 暴 論 輻 サ ① 菰 サ 雪 ぴ 欝 談 氏 韜 略 ≧ 瞭 δ 翫 O ノ 小 S 弼 O δ 赫 σ バ

　 舜 ’ 昌 蔦 S 園 雷 管 腐 讃 C 《 軒 誌 懲 誤 磁 壁 晦 焔 耳 ぴ 氏 σ 」 融 叫 舜 瞬 燭 弓 蹄 δ 。

　 　 臼 S ％ 」 鋤 サ 障 ぴ S 赫 箆 螂 誤 3 畑 書 論 嘩 雪 融 伴 叫 ぴ 舜 ① 興 ’ 面 々 S 回 雪 、

　 園 購 藩 瑠 δ “ 野 ↓ m S 園 雲 ・ 曲 蝶 圏 薬 嚢 鰐 期 潜 誉 甕 索 伴 苗 髄 触 茸 バ ε か 吏 旨 ’

　 貯 ◎ 強 面 呂 δ 典 厳 酷 隔 湛 叫 ぴ 薦 品 「 」 嘩 融 δ ぴ え 瞬 氏 S 瞭 渉 廿 δ ¢ 蹴 δ 繭 無 ゆ

　 岬 蒔 淺 蹴 ぴ 氏 σ 凶 δ 。 ぴ 。 叶 ぴ 、 曲 由 S 霜 郷 磯 鶏 嘩 雪 融 伴 叫 ぴ 超 9 殖 郷 園 、

　 強 勝 園 瀞 賠 麗 “ 野 潜 さ 旨 、 薄 究 欝 蝋 （ 典 醸 ） 嘩 磯 鶏 叫 ぴ 欝 鍛 酪 」 究 郷 疎 氏 S 醒

　 δ 愈 。 《 σ び 氏 》 ぴ 臼 氏 ぴ 割 譲 4 猷 9 臼 S 抵 嘩 腎 巨 コ δ 轄 勇 C ゆ δ 誉 舜 僧 ひ

　 労 ぴ 薙 理 嚢 ※ 燭 δ 厭 ぴ 。

（ q ） 園 購 冴 蜴 e 協 S 甜 痢

　 　 融 薄 叫 ぴ 園 蕪 8 冴 暖 舜 、 脹 強 S 臼 氏 δ 翫 び 導 凶 “ 油 注 S 園 瀞 美 構 δ ゆ 蝉 C 葎

　 σ S づ 猷 O 、 サ O 劃 謙 舜 菅 叱 O 漕 ゆ 舜 σ S δ 舜 〈 パ 舜 舜 ① 舜 σ 。 臼 S 皿 雷 嘩

　 臨 島 町 ぴ 洋 品 δ 、 園 瀞 瀧 薄 疎 舜 四 温 サ ① 肝 煎 薄 叫 蘇 騨 氏 C ＾ 醤 難 ’ 洋 書 δ 圏

　 叫 び 車 懸 嘩 蕪 》 、 画 餌 δ 曲 疎 杏 醤 熟 囎 伴 8 口 加 一 B 守 一 Ψ 山 〉 酪 図 9 鈍 畑

　 嘩 蕪 》 牙 ぴ 臼 伴 δ O σ バ び 孟 脹 S 鵬 ご 嘩 叫 び 自 民 嚢 慨 δ ① き び 。 小 S 舘 ゆ π ノ

　 虫 1 ＞ 園 縣 酪 剖 び 園 雲 舜 」 串 1 ＞ 曄 書 ひ 画 一 蔚 8 畑 嘩 究 。 葎 園 游 嘩 瀧 薄 叫 ぴ 臼

　 氏 δ O つ パ ぴ 畑 中 嘩 抽 ψ 。

ひ －



　 ぴ 。 伴 σ “ 鰐 薄 書 豆 蒔 甜 究 叫 ぴ 洋 δ e ＞ 皿 義 十 ¢ δ 舜 つ 園 懸 藤 圏 δ 鏡 σ バ

興 、 臼 S ％ 」 鋤 車 輌 ・ 車 懸 S 藤 ゆ δ 鋤 言 叫 ぴ 臼 氏 ぴ 野 冊 舜 ① 労 σ 渦 廊 碁 4 耶 蟄

叫 貸 《 銚 9 園 期 冴 蜴 e 臨 S 認 究 酷 図 ぴ ゆ 凶 δ “ 野 園 鵡 融 癖 書 謹 S 曝 蔀 ． 掛

渦 ぴ 画 照 δ 輪 弟 眠 き 鋭 く 《 舜 舜 ① 舜 σ 。

（ B ） 園 期 興 繍 S 融 叫 4 囲 画 皺 曲

　 　 園 蜘 瀧 薄 醸 舜 、 箇 々 S 佃 雌 δ 遼 C パ 醜 疎 雪 ワ S 園 瀞 酷 渦 罵 叫 ぴ 舜 サ O 弓 鋤

　 〈 、 肝 ◎ 煎 蘭 書 舜 敲 舞 δ 詩 ぴ ’ 曲 雌 ラ ワ S 画 期 酪 灘 隣 町 か 洋 3 δ ’ 興 謡 ’ 皿

　 酪 井 堰 δ 違 C パ 醍 醐 輪 弟 S 薄 味 サ 耳 酪 銚 臼 舜 ゆ 臼 伴 ぴ 曲 贈 δ 様 ぴ 。 汁 氏 凶 舜 ’

　 曲 由 S 園 期 渦 照 δ 暑 叫 舜 σ 碑 謡 蓮 義 鍵 魯 ひ き 焼 δ 落 暉 眠 き バ σ δ 障 魯 δ 、 曲

　 蝋 淺 憐 呂 ぴ 酪 熟 酷 十 ¢ π 脱 臼 鋤 」 臼 伴 碁 画 δ 唖 聾 ’ 副 蝋 S 前 鑑 囲 惑 膨 面 咄 叫 茸

　 ぴ 氏 σ o 洋 満 蕗 訪 越 甜 叫 ぴ 鋤 ① 舜 ’ 心 ぴ ホ ぴ 卵 S 確 証 器 ‘ S 抽 昇 嘩 謡 σ サ 耳 “

　 課 卜 淺 諮 脹 d 融 ぴ 舜 雲 ％ C サ ぴ 》 味 ｛ 薄 味 診 耳 酷 爵 卦 ’ 徊 貯 穂 薄 岱 囎 δ 津 C

　 《 鏡 目 覚 」 陳 咽 膨 翫 び 。 苗 齢 番 δ 鼻 口 3 ％ 」 骨 無 設 眞 直 々 8 園 書 薗 ＞ 碁 凶 油 」

　 ぴ S 氏 燕 凶 ① 雪 ぴ 淺 ’ 油 滴 δ 嬬 部 3 融 叫 を 薄 味 サ 耳 酪 叫 ぴ 緬 ゆ δ 舜 ノ 田 掛 図

　 晋 ゆ 舜 鋭 S 園 期 輯 3 罷 熟 図 書 臼 卵 嚢 、 卵 8 脚 咽 労 霜 咀 」 酪 前 」 臼 氏 嘩 蓋 車 併 置

　 パ σ ぴ 。

㊥ 圖 ・ 皿 叢 書 噸 S 薄 暫

　 圖 卿 8 隠 魚 雌 騰 舜 、 醐 ㌫ 賦 熟 δ 冊 魯 ① き 洋 画 珊 S 蘇 舶 こ （ 爵 謡 蘇 ） 弓 猷 ◎ 」 圖

舜 向 き 嘩 渦 曲 C 、 講 無 叫 》 〈 お 凶 焼 鵬 計 叫 ぴ 螂 誤 嘩 ゆ 」 。 C 津 淺 。 バ ’ 蕗 か

杏 里 無 S 釧 誹 δ ％ 9 圖 卯 蓑 感 9 む 園 熟 嘩 漁 耳 δ “ 伴 δ 地 δ 瞭 労 σ 舘 ゆ δ 舜 、

一 漸 一 」 ぴ 細 く 臼 S 上 汁 函 酪 面 目 C 、 感 菖 鋤 園 鶏 嘩 顧 奪 ① 鴛 ぴ 逓 臨 嘩 瞬 渉 鋤 く バ 舜

舜 ① 労 σ 。 冊 障 、 署 ↓ 、 国 管 ① 言 掛 皿 酪 書 δ 叫 冊 吠 辮 舜 蘇 飼 酬 購 営 舜 繊 雲 ぴ

舜 碁 ／ 園 鯨 帯 癖 書 謹 S 騰 蕪 ぴ 皿 酪 書 S 田 中 δ 討 σ パ 牙 δ 諮 冊 雪 ぴ 瑛 ゆ 淺 瞳 σ

ひ 酒 面 菖 舜 園 期 酷 癩 耳 ぴ 蘇 州 一 ＝ 野 断 碑 δ 鮮 。 《 圖 痴 淺 蕪 C 〈 究 揖 眠 き 《 σ ぴ

　 口 径 δ 醸 》 ’ 雌 C σ 邑 蔦 囲 畜 臨 淺 》 ① き び 洋 諮 δ 津 C 《 舜 ～ 圖 蓑 珊 甫 酪 ぴ 。

パ 卵 S 轄 韮 δ 殴 葎 δ 螂 誤 淺 翫 ぴ 。

　 　 脹 沸 、 圖 m 舜 σ 傍 ％ O 、 園 皿 ヲ 図 書 ゆ 酪 舜 G 3 伴 叫 δ 園 期 瀧 癖 雌 サ 勇 鼈

茸 8 醍 醐 歎 δ o σ パ ゆ 瞳 酢 3 母 ぴ 猷 議 嘩 幽 耳 洋 緬 ゆ δ “ 野 回 ぴ δ 圖 耳 印 き 酷

刈 －



畑 雌 δ 事 理 「 蒸 δ 母 爵 書 む 蜘 へ 4 耳 酪 ぴ 。 《 轄 滞 酪 図 ぴ 臼 氏 δ 凶 賊 紳 趾 以 冷 誉

① 菰 サ き び 熟 談 δ 母 ぴ 氏 》 ぴ ≧ 曝 δ 翫 び 。

　 圖 訪 画 期 舜 鋪 酪 礒 3 ぴ δ 翫 詩 9 尊 δ 毘 鵡 叫 ≧ 曝 畑 温 氏 C バ ’ 圖 圃 3 画 期

嘩 焔 耳 ぴ 藩 ゆ 8 週 蕪 、 園 期 冴 蜴 S 璃 氏 蹄 ゆ 蒔 S 甜 究 淺 樋 畑 d 融 ぴ 。 蒸 δ 普 蝋

δ o つ バ 舜 、 図 無 藤 溜 ’ 園 瀞 謙 珊 雌 S 誉 嬉 雷 罰 甜 S 福 田 、 癩 墨 黒 S 鄭 醸 独 蘭

曲 S 疎 薄 蕪 酪 恵 q 《 、 σ 蝿 雪 S 邑 嬉 δ 許 印 画 珊 ぴ 囎 C つ 蹄 薗 S ぴ 叶 δ 園 熟 酪

顧 耳 ① 貸 ぴ 書 聖 嘩 渦 曲 叫 ぴ 臼 氏 膨 慨 ＆ ひ 雪 δ 。 小 S 葎 呂 δ 舜 、 瞳 昇 誉 を E 可

溶 ’ 恥 温 蒔 痴 3 律 呂 δ 画 ・ 皿 酪 丼 淺 註 瞬 3 遜 隊 闇 蝉 を 謹 鶏 嘩 露 霜 「 融 δ σ

真 心 8 詩 δ S 潭 届 書 賄 浬 杏 議 黙 酪 強 面 雷 【 ∩ 蘇 隣 町 ぴ 氏 伴 σ δ 、 疎 糊 膏 廊 楚 嘩

蒔 圃 δ 融 薄 叫 ぴ 臼 氏 δ 鮮 。 パ 、 訓 笹 澄 舜 洋 翼 S 輪 課 δ 覇 3 ぴ ≧ 曝 d 融 ぴ 。

◎ 軸 雌 ・ 圖 即 S 霜 避

　 曲 職 員 園 瀞 S 号 ワ δ 蒔 醜 叫 か “ 由 伴 C パ 、 叫 辮 映 ． 僻 覚 蘇 品 「 」 氏 無 誤 酪 遮 “ ／

曲 畑 舜 ↓ ゆ 哩 嘩 薗 。 《 σ δ 。 曲 雌 δ 舜 、 皿 団 蕩 蔚 8 蘇 望 ノ 鰐 期 誌 鑑 杏 敵 温 嘩 熊

耳 ぴ 藩 望 、 罵 漁 h S 葭 曝 を 風 守 へ ＞ Ψ 一 酪 4 ① き び 蘇 舗 「 」 、 海 嬉 サ 。 滞 ゆ む 園

期 嘩 癩 耳 か 離 洲 二 舜 餉 義 母 9 口 置 雲 艸 e 園 期 瀧 薄 疎 S 薄 哩 S 温 δ 薩 え 洋 園

期 滋 強 蝋 S 黙 誤 壁 面 豆 州 S 冊 野 畑 雌 倉 一 8 ノ ① 勢 詩 論 舗 「 」 伴 C 《 違 瞬 叫 碑 、 叫 つ

溝 渉 び 口 径 淺 δ 叫 び 。 ぴ 。 伴 φ 向 き ① S 恥 疎 蘇 酋 毫 光 ¢ δ 霜 礁 鎌 き “ 曲 瞭 田

無 訪 中 強 弓 曄 δ 逓 無 淺 瞬 凶 ① 鏑 《 σ ぴ 誉 δ o σ パ 舜 、 癌 曲 管 。 歯 臨 書 舜 郭 幽

餅 糊 叫 び 。 洋 氏 渉 聾 醒 温 餅 網 耳 ぴ 蘇 蜜 δ o σ 《 翼 “ C 軽 9 銭 醜 焼 C φ 十 ¢

舜 盟 温 淺 幽 耳 ① き パ σ 鋭 σ 氏 s 謙 譲 義 翫 9 臼 s ％ 」 豆 汁 薄 舞 一 口 ぴ 樋 く 痔

瑠 叫 λ 昧 δ 融 ぴ 。

　 　 向 き δ 融 C 《 、 曲 雌 S 凪 談 δ o σ バ “ 野 田 茸 冊 δ 十 ¢ 【 岱 燃 罫 叫 鏑 び 臼 伊 興

労 サ 。 陣 営 ’ 鄭 疎 淺 鴫 δ 》 簡 釦 ・ ケ 弼 S 刈 斗 ー ノ 》 一 》 伴 C バ 、 虹 訓 8 外 ゆ 舜

計 煽 惑 汐 脹 難 δ 興 融 併 置 び え 鎌 d 翫 び 。 叫 舜 ぴ 叶 “

　 　 ・ 酪 郵 滋 藤 δ 翫 詩 δ 園 皿 ヨ s 熟 眺 h s 謙 勢 謙 製 一 癖 ゆ 臼 伴

　 　 ・ 皿 団 S 潮 面 ’ 海 洋 轡 園 期 瀧 癖 蝋 δ 違 C 《 箇 斜 面 舜 〈 十 ゆ δ 甜 離 離 薄 叫

　 　 δ 臼 氏

　 　 ・ 罵 期 重 臨 嘩 緋 糞 」 目 障

　 　 ・ 訟 鳩 黒 餅 郵 瞭 、 顧 醐 8 粟 興 、 園 滋 藤 翻 淺 冊 呂 ぴ 鰐 熟 興 醒 甲 申 さ や × 卑 ＞

Qo |



　 　 囎 δ 謙 ゆ 自 民

　 ・ 薄 藍 ］ 宴 田 舞 傷 8 軸 齢 薫 δ 聾 弼 畑 二 伸 C 《 叢 薄 S 蓉 ⑳ 鰐 熟 丼 蓮 （ 障 伴 渉 “ ％

　 　 宴 m ・ 海 藍 脹 畔 園 8 亜 照 ） δ σ 氏 q σ 《 顧 醐 嘩 叫 δ 臼 伴

　 ・ 園 熟 謙 蜘 蝋 ノ 酉 S 醜 雌 つ 焼 き δ 津 C バ σ 辮 叫 杏 畑 ご 舜 諜 誰 δ C 鋭 つ 臼 氏

　 ・ 皿 ① 茄 貯 轡 ワ 淺 耳 、 講 δ 田 無 S 葱 齎 洋 醗 δ 理 ワ 嘩 群 ゆ 臼 伴

舜 鴎 淺 翫 9 臼 黛 ① δ 河 叫 ぴ 中 継 淺 極 。 洋 藍 ゆ δ 舜 ’ 回 雪 舜 鰐 期 嘩 面 》 ゆ び

臼 伴 ぴ 隷 凶 ① き び 。

　 ％ 汁 、 鄭 疎 S 》 舜 ① 蝿 、 園 熟 璽 照 嘩 強 」 曲 叫 δ 圖 珊 曄 津 8 薄 型 氏 C バ σ 」 園

熟 S ＞ 雷 、 首 書 蹄 覇 δ “ 慧 知 郭 鷲 蹄 9 串 き 醜 置 8 澆 薄 δ 瞬 q 《 薗 菖 舜 園 熟 議

鶏 酷 隔 湛 叫 え 瞭 臼 釣 面 々 S 園 臨 海 蝸 雌 舜 輯 鼎 舜 浮 薄 S モ 弓 蕗 一 事 S 園 靭 帯

葺 δ 鵬 δ バ σ ぴ 曲 洋 酪 酸 轄 「 圖 痢 曄 丼 δ 画 期 亜 無 嘩 4 9 舗 「 藷 C 《 つ く 賎

蹴 さ 凶 見 3 ① 雪 《 σ ぴ 。 野 O 細 書 書 δ “ 野 圖 即 一 ＞ 9 伴 ◎ δ 凶 ぴ 淺 圖 8 園 期 亜

照 ノ 霜 藤 ・ 副 津 護 照 嘩 鴫 ぴ 洋 品 δ 、 代 e 繭 照 S 醸 頭 書 油 尚 邸 蹄 」 え 味 δ ゾ 鋭 化

S 醍 醐 δ o σ パ “ 圖 う 訟 嬉 δ 叫 え 《 嘩 酬 む び S 弓 舜 鋤 く 、 強 面 書 δ 蘇 卦 δ 勅

書 叫 ぴ 臼 氏 舜 ㏄ ぴ 圖 畑 舜 熊 哩 δ 猷 ぴ 。

（ 躯 ） 鄭 典 ㊥ 丑 ウ 伴 C 神 園 雛 蒔 鴻 曲 叫 ぴ 洋 δ S 霞 嵐

　 e 油 蕩 叫 λ 嘩 諜 謡 醜

　 　 　 晋 温 δ 江 津 卜 史 9 画 期 融 薄 蝋 、 串 興 、 鄭 疎 ・ 画 遍 舜 ’ 融 き 醜 き δ 回 游 瀧

　 　 葺 δ 計 算 ぴ 薄 珊 一 」 蒔 直 。 《 つ δ 淺 、 油 井 δ 興 融 き ① S 薄 珊 二 陣 十 ¢ δ 抽 母 体 パ σ

　 　 ぴ 伴 σ 凶 舜 σ 臼 伊 興 温 ① サ d 翫 び 。 臼 」 C 洋 醗 餌 S 噛 く 舜 、 既 伴 C 《 園 熟 融

　 　 藩 雌 氏 邸 疎 S 醗 δ 曲 渦 S 騨 瀞 旨 S 囲 闘 氏 C 《 細 書 論 外 ぴ δ 汐 》 望 呼 鈴 聾

　 　 　 曾 畔 期 圏 惑 δ 》 ぴ サ 酬 δ ／ 匁 舜 磯 瀞 圏 薬 膳 諾 離 叫 ぴ 誉 酬 サ δ 翻 叫 び 醍 醐 、

　 　 　 σ ■ 罵 縣 庶 鑑 S 髄 薄 を 丹 賠 σ δ 翻 叫 び 醍 醐 ’

　 　 　 o ■ 鰐 鵡 3 丑 δ 8 叫 轡 杏 照 照 δ 囲 叫 ぴ 囲 闘 、

　 　 　 曾 　 臼 雪 ① 8 口 O 眞 ■ 幽 晦 ゆ C 洋 藍 慮 、

　 　 δ 藻 む 騰 幅 叫 ぴ 臼 氏 δ 晒 場 態 ぴ 。

　 　 　 照 焼 、 罵 期 麗 粛 δ 》 ぴ サ 酬 サ δ 圏 叫 か 醍 醐 氏 C パ 舜 、 戯 曲 螂 談 δ 説 耳 ぴ 勝

　 　 縣 曲 酬 S H 脹 蝸 肝 酷 慰 く ， O 、

　 　 　 ・ 鰐 期 罪 悪 享 δ ⑳ 詣 d ぴ 舜 つ S δ 焔 聾 酪 乳 δ ぴ
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　 ・ 繍 S 冷 d 嘩 自 民 叫 ① δ 見 δ δ

　 ・ 「 尊 び 抄 け 畔 営 舜 σ 」 舜 代 8 蟷 岳 δ 勝 熟 輩 紛 S 訓 辞 σ 嘩 鄭 δ 薗 叫

　 ・ 箇 昂 S γ 畑 就 亭 酪 臨 肝 伴 C パ 、 脚 叫 湘 ご 嘩 辮 O 薗 叫

蕪 S 咄 雌 S 中 啓 淺 囲 醐 氏 舜 ぴ 臼 氏 義 塾 σ 。

　 冊 葎 、 罵 期 蘇 楚 S 瀧 薄 を 丹 賠 σ 酪 み く ， o パ 舜 、

　 ・ 図 書 S 灘 温 義 十 ゆ d 鈷 σ

　 ・ 勝 熟 鄭 S 副 帥 酷 熱 δ パ σ 園 臨 藤 麗 淺 軒 G 舜 σ

　 ・ 罵 瀞 誌 離 嘩 曲 吐 S 測 器 弾 く 書 S 藤 醗 杏 霜 鄭 ゆ 詳 略 δ 融 薄 叫 雪 洋

　 ・ 聾 藩 咄 囎 S 謙 心 S 卦 呂 δ 回 書 営 瞬 q 《 〈 き 舜 σ

　 ・ 耐 熱 サ ① S 鰐 瀞 廊 離 瀧 癖 S 憐 δ δ 園 期 藤 藍 淺 瞬 G 舜 σ

婚 S 囲 醐 淺 翫 ぴ 。 ぴ 。 氏 ¢ 口 置 愛 野 醜 蝋 S 岳 C 降 パ 冴 暖 δ 晒 q 〈 諫 跳 番

鋤 騰 曲 δ 蹴 9 薗 望 3 岳 C 旨 《 S 麺 善 書 ヨ 蜴 叫 δ 事 理 C 洋 」 歩 弓 S 騰 醒 弓 興

舜 つ 。 C 障 諺 。 バ “ 齢 魯 a 軒 G 労 σ 回 雪 ・ 園 期 藤 翻 嘩 一 酉 δ 蹄 み ぴ 臼 比 興 感

服 d 舜 舜 σ 。 葎 伴 渉 聾 ノ 臨 藩 サ ① S 勝 鵡 諫 楚 帯 薄 8 齢 δ “ 野 C 聾 C 舜 臨 藩 藍

δ 」 園 期 藤 置 嘩 粛 ン 補 題 σ δ む び 【 伴 淺 猷 ダ 臼 S 界 」 舜 舘 ゆ δ 園 購 藤 圏 δ 凶

薗 さ δ 磯 瀞 跳 難 嘩 副 帥 叫 び 臼 伴 舜 圖 醤 涜 誉 ① δ 翫 び 。

　 盟 神 、 照 照 を 叫 轡 δ 圏 叫 ぴ 醍 醐 舜 、 園 期 瀧 葺 蝋 伴 醜 疎 S 馬 ぴ ① δ 翻 C 《 ぴ ’

十 ゆ δ 薄 哩 嘩 湘 詩 碑 《 σ む つ 目 代 訪 弼 囲 δ 猷 ぴ 蔀 砂 ぴ 燕 凶 ① き δ 。 臼 S 」 ぴ ’

園 期 瀧 葺 雌 淺 弼 囲 仕 覚 ぴ 茄 ゆ δ 興 奮 離 離 薄 杏 敵 温 S 醍 醐 伴 σ 齪 蕪 δ 渥 嵐 叫 ぴ

臼 氏 淺 撞 く 詞 書 廿 、 曲 疎 薄 淺 弼 囲 伴 む δ 緬 ゆ 8 麟 く 舜 」 園 熟 灘 薄 醸 ｛ 普 S 磯 鶏

｝
画 ､ 吻 S H m 脹 洞 洞 皿 山 q U 刷 出 袖 畑 【 n 聰 略 」 卿 訓 説 胃 ぴ 臼 （ 『 嘩 ｝ 叩 世 凶 d 麻 ㌔ び 。

　 眞 一 翼 、 豊 満 S 園 瀞 S 曲 δ 肝 砧 叫 ぴ 醍 醐 S 鉱 く 一 幾 ¢ δ 箇 帆 鋤 σ δ 凶 拝 薄

書 留 螺 δ 証 ① 茸 ぴ 畑 室 嘩 懲 腿 宍 叫 ぴ 自 民 δ ％ 9 盤 醐 ゆ 丼 3 轄 落 S d コ 、 醇 嘩

函 σ 涜 叫 目 代 σ 割 譲 菅 伴 卵 び き ぴ 。

㊥ 遡 警 8 洋 δ S 廿 繍 　 － 園 瓢 π 加 耳 δ 膳 銚 碍 8 醜 圃 陣 －

　 旨 δ 》 葎 ％ 」 舜 囲 餌 酷 輪 蕩 「 園 縣 S 澆 薄 嘩 爆 咄 叫 ぴ 掛 矧 伴 C パ 舜 、 謙 狙 、

既 氏 C 《 園 熟 置 索 疎 S 皿 緯 8 舜 景 O 諮 憎 S 圖 咽 酢 嘩 露 盤 「 渦 鰯 δ 臼 雪 餅 丑

ウ 氏 叫 ぴ 津 陰 嚢 営 所 鈴 パ 曝 洋 。 田 針 図 書 ゆ S 円 き 辮 δ S 遜 O 諮 》 酪 蘇 q 雪 兎

図 書 s 羅 暴 論 璽 叩 早 態 期 菰 離 8 瀧 薄 δ 圏 叫 窪 叩 皐 囎 s 聖 母 渦 鄙 叫 ① δ

－ 一 〇 －



再 興 型 淺 朕 9 ↓ 球 ぴ 小 S 曲 贈 爵 嚢 淵 ぴ ぴ 日 傭 舜 舜 σ 。 叫 労 ぴ 叶 、 晋 蓋 爵 串

咄 δ 蛮 叩 譲 C 詩 外 史 9 園 熟 δ 溜 叫 ぴ 髄 婁 野 聖 」 喬 8 油 謹 杏 面 目 パ 圓 鼎 蒔

S 副 つ 雲 ¢ δ 弼 。 《 ’ 蒔 δ ％ ぴ 無 畜 む 荘 謹 （ 〉 一 τ ・ ロ ー ） 酪 貼 耳 ’ 勲 諮 δ ぴ

洋 ぴ 渦 談 8 舜 牙 賠 σ 舜 鴎 δ O つ バ 舜 、 醤 ヨ 蝿 蕪 團 δ 野 び 田 部 番 舜 》 1 亭 （ ． ＼ 刈

丁 ・ ロ ー ） δ ％ O パ 四 四 証 謹 叫 ぴ 氏 つ 」 詳 諮 》 諺 購 冊 C σ 。

　 C 律 義 。 バ ’ 藍 醐 S 蒔 畑 杏 丑 暖 δ 貯 。 パ 訓 化 e 外 ゆ 舜 轄 滞 陣 氏 ぴ 臼 氏 義 即

ぴ 彗 細 君 4 翫 び サ 酪 十 ¢ 画 面 3 ぴ 臼 伴 諺 曲 咽 δ 翫 δ “ 1 、 o S 囲 醐 δ 冷 C パ ’

郎 君 謳 亜 伴 皿 密 書 証 亜 S 副 廿 e 輔 弟 蕗 淺 醜 畑 伴 労 ぴ 緬 ゆ σ 瞭 渉 ① き び 。

　 障 伴 凶 舜 、 譲 δ 誌 ⇒ C 洋 界 」 舜 ’ 勝 期 冴 暖 育 翻 叫 ぴ 灘 躍 δ 地 十 ¢ 如 く 眠 き 舜

σ 氏 σ 」 醍 醐 舜 、 曲 藤 サ ① 》 鈴 軽 図 書 S 鋤 、 面 ’ 釧 謡 菖 伴 澤 ぴ 臼 氏 ぴ 翫 び 嚢 ’

園 雲 璽 サ ひ 呼 鈴 軽 、 撞 く S 典 醸 嘩 歯 沁 む 蓑 費 弓 瞭 」 ぴ 弼 0 8 融 温 酪 如 く C

《 σ ぴ 氏 時 無 叫 ぴ 謡 ゆ び 蹄 O J ぴ 。 臼 S 外 ゆ 舜 緬 ゆ δ 、 皿 密 書 舜 爵 ◎ 諮 》 S

》 δ ％ o バ 、 園 皿 章 叫 ぴ 。 伴 敵 温 嘩 叫 え 曝 δ 融 ぴ 氏 叫 」 袖 瓦 δ 舜 、 醗 醐 S 前 銑

嘩 輪 蕩 叫 ぴ 臼 虻 8 舜 舜 ① 舜 F 厭 空 薫 、 醜 雌 受 講 言 説 σ 母 叩 蟄 C 洋 ％ 」

舜 、 騨 懸 章 ゆ S 耕 蛍 σ δ 麗 C 《 ぴ 、 引 決 つ S 雌 巴 を 蜘 諫 舜 叫 難 解 ， 冊 可 融 9

一 直 行 掛 声 σ 嘩 見 融 ぴ 袖 瓦 δ 舜 十 ¢ 舜 輔 弟 舜 雌 魯 舜 σ 。

　 臼 鏑 ① S 醍 醐 酪 輪 郭 叫 ぴ 洋 琴 δ 舜 、 嵐 蒜 “ 卵 S 醍 醐 訪 露 唾 ぴ 弼 囲 杏 幅 班 、

詳 諮 靭 酪 轄 翌 「 前 掛 雷 舜 痔 咄 熟 嘩 藩 擁 叫 ぴ 自 民 義 豪 畑 氏 舜 ぴ 。 C サ 「 畑

S 弼 囲 S 旋 輪 δ 冊 δ 舜 閾 ① 鋤 く 伴 ぴ “ 卵 S 箇 繭 δ 碑 杏 誠 」 無 S 劇 論 ’ 細 鵡 伴 σ

ゆ 醗 酵 揖 酪 謙 函 4 叩 謹 叫 ぴ 自 陣 義 d 昧 さ 残 、 臼 主 翼 4 叫 び 鐘 星 野 園 熟 暴 舞

詩 碑 嬬 溺 S 囲 鯛 氏 C バ 津 虐 叫 ぴ 臼 氏 ぴ 日 勤 邸 氏 舜 ぴ 。 臼 S 鮮 」 む 廿 舜 δ 瞬 q 〈

餅 8 騰 諦 舜 ’ 面 米 S 牙 雲 雷 舜 餅 湛 δ ％ ぴ 浦 薄 馴 舜 謡 璽 嘩 興 魯 、 － ， 、 詩 S 幅 ゆ 杏

蒔 田 3 δ 渦 ‡ 耳 ひ 蓉 障 ノ 書 過 書 労 証 磁 嘩 謙 可 叫 び 慧 湘 淺 凄 ］ 雄 叫 き び 。

　 叫 む び ぴ 、 曲 酎 S 園 零 ・ 鄭 瞭 圏 索 餅 み く ， ぴ 園 熟 輝 無 δ “ 野 園 期 餅 」 園 雲 蒔 、

究 融 雪 ・ 浬 飄 零 ・ 鵡 然 書 落 、 露 齎 熟 悪 落 、 卵 S 直 壁 露 δ ぴ 汁 ぴ 餅 か 噴 薄 耐 「

小 鈴 ① S 謡 陪 S 照 伴 ン 随 員 ’ 画 期 謙 価 藤 δ 近 叫 ぴ 碁 O 講 鼎 6 ・ 謡 童 酪 皿 雷 伴

C 洋 σ S d 翫 び 臼 伴 、 野 津 小 雪 醜 き S 蒔 か を 恵 酪 淺 井 薗 S 証 誠 」 皿 雷 奇 曲 吟 嘩

ぴ 洋 蝿 δ 嶺 油 叫 き 《 σ δ 葎 魯 、 C 聾 C 興 亜 霜 囲 3 醗 舗 書 軸 酔 酪 餅 G ’ 円 き ①

淺 回 雪 ・ 曲 醸 醒 S 粛 意 縄 索 酪 面 珊 叫 ぴ 咽 囲 氏 舜 。 《 σ δ “ 伴 舜 、 惑 盗 難 串 軸

更 矛 蕪 O 衡 9 町 議 C バ 曝 ぴ 小 s 輪 警 部 伴 C d 野 口 鏑 ① § 慨 ゆ 嘩 海 田 「

一 ＝ 一



ご サ ◎ 杏 叫 σ 辞 書 朔 δ 騰 諦 C 画 料 日 傭 膨 ※ 咽 δ 融 ぴ 嚢 ’ 映 ひ δ 曽 渉 パ 、 面 面 「 」

S 中 蒔 か S 繭 園 δ 井 愚 C バ 》 ① 茸 ぴ 園 熟 8 醸 ゆ 杏 前 貸 畑 幅 嘩 温 認 δ 引 叫 臼 伴

ぴ “ 蒋 亜 照 酷 曝 論 叫 ぴ ゆ 凶 弓 引 回 冷 覚 ｛ 育 驚 δ 朕 ぴ 。 叫 舜 ぴ ぴ ’ 画 期 δ 傍 耳 び

「 識 別 韓 押 」 　 （ 『 淋 巴 叫 」 え 晶 曝 酬 鞘 耳 門 ㍍ 押 q u 漸 脳 舳 脳 、 降 … 瀞 画 舟 町 豊 凶 叫 き び 副 甲 虹 パ 矧 伽 ぶ 内 ） o

　 曲 南 “ 噛 〈 S 痔 輝 ¢ 踊 硅 伴 “ 9 σ け § ぴ 臆 銑 藍 淺 貼 耳 ① 雪 ～ 罫 湘 S 鰯 ゆ 、

瞬 銑 掴 麺 二 鋤 馬 δ 瞬 q σ 《 薗 醜 「 」 e 蒔 か 淺 騰 燕 、 璽 詩 僧 雪 ぴ 臼 伴 淺 一 鶏 書 δ 融 ぴ

δ ！ 園 海 ¢ 壊 δ o σ バ 舜 雑 読 膳 針 碍 舜 輩 薦 僧 き 《 σ 舜 σ 。 葎 C 誉 δ 、 肖 岳 、

園 熟 蒔 δ 幽 門 き δ 肖 つ 藤 譜 酪 抽 葎 C 《 舜 σ 洋 ぴ S 8 、 卵 ぴ 州 σ 画 群 舞 画 期 融 薄

霞 鶏 δ 圏 外 ぴ 蕗 か 氏 C 扇 童 詩 叫 き 舜 淺 動 小 S 黙 S 興 日 “ 伺 鮮 9 園 期 卑 国 ’

回 游 蕗 ＞ “ 園 懸 霜 ゆ 舜 馬 ’ 孟 圓 δ 浦 麗 惑 鋤 噛 癖 δ む 洋 ぴ 温 田 淺 臨 O 汐 辮 鏑 」

蝋 C 〈 諮 ヒ 扉 S 冷 耳 障 碍 梅 伴 鋤 。 バ C 冊 。 《 σ ぴ 。 臼 S ％ 」 舜 辞 書 蜘 S 禁 輸

叫 酪 霧 雲 ダ 融 ぴ ヰ 《 園 期 卵 S ぴ 3 訓 翫 ぴ ぐ レ 舜 画 期 圏 癌 恥 蟻 掛 油 δ 井 曲 C d 函

南 僧 畔 ぴ え 瞭 膳 銑 歯 ゆ 嘩 温 甜 δ 酋 ぴ 匠 C 葎 ぴ 菅 O 餌 σ 膳 部 邸 蓮 蔚 叫 び 臼 氏 舜 ノ

園 雲 ・ 醜 疎 圏 惑 S 愈 意 瑠 惑 S 譲 湘 伴 ’ 圖 m S 園 期 δ 違 叫 ぴ 醸 輪 δ 蹄 叫 ぴ 伴 6

ぷ 淺 汁 卿 σ 氏 鰍 渉 ① き び 。 舜 咤 鋤 ① ’ 鯖 δ 函 母 野 ゆ δ 、 曲 耐 S 回 雪 ・ 醜 鰍 藍

S 飾 君 翻 惑 酪 岡 珊 叫 ぴ 畑 勢 S 噛 く δ 舜 ’ 曲 識 ㌫ か δ ％ ぴ 園 熟 議 薄 蝋 ♪ S 箇 魚

鋤 螂 談 荘 謬 淺 対 戦 叫 ぴ 臼 伴 ’ 曲 蝋 重 舜 園 熟 8 満 、 諏 （ 葎 氏 凶 や 鉾 画 期 δ 説 ζ び

訓 藷 渦 蒔 労 馬 ） δ o σ 《 3 副 甜 舜 罷 聾 嘩 ぴ 葎 聾 δ 蘇 舗 こ 串 海 書 劣 哉 轡 酪 氏 ぴ 蔀

ゆ 豆 守 鋤 く 舜 ε 臼 氏 ’ 訟 興 ぴ 臼 S 鮮 ゆ 舜 浮 薄 嘩 落 暉 C ’ 強 面 書 誉 O 建 針 8 舜

興 曝 痛 酷 伴 ① 唾 δ 瞭 浮 田 伴 、 噛 S 珊 、 諏 訪 疎 畑 胴 囲 伴 C 《 鰍 渉 ① き び 誉 ① δ 厭

δ 。
　 氏 臼 “ δ 、 園 嵐 a 計 算 δ 弼 迦 二 酪 満 目 障 碍 油 謹 伴 C バ 」 σ ぴ § ぴ 「 曲 疎 3 蘇

謹 辞 」 嘩 童 謡 叫 え 晦 δ 翫 び 伴 S 蕪 鄙 σ 薙 勝 く 赴 甜 叫 ぴ 。 針 廟 皿 ゆ 伴 C 《 ぴ ’

曲 蝋 訪 園 蕪 酪 焔 耳 ぴ 翼 δ 中 海 C び び 一 詩 S 蘇 生 酷 針 C バ つ δ 臼 伴 a 牌 鄙 嘩 粛

α σ S d 舜 舜 つ δ 凶 一 計 脹 蝸 醸 S 「 蘇 舗 こ 」 S 》 酪 髄 詩 C 障 碍 磁 嘩 亜 蔚 叫 ぴ 臼

比 興 、 錦 興 嘉 伴 C パ 8 誼 麟 嘩 浴 C 、 サ 渉 。 《 園 雲 ・ 醜 蝋 藍 S 煎 益 溜 惑 δ 颯 釈

礪 酷 薄 戴 叫 臼 伴 淺 潔 ゆ 触 雷 ぴ 。 畑 δ 臨 サ 鋤 園 蜘 嘩 渦 曲 叫 ぴ 洋 品 δ “ 野 掛 聾 園

熟 3 帽 ゆ ’ 園 鯨 興 部 S 臨 線 酪 温 爵 δ C 葎 ゆ 渉 4 “ 圏 薬 猟 S 欝 謹 叶 螂 談 ・ 蹄 誤

δ O σ 《 ’ 亦 S 膳 斜 面 聖 嘩 謡 引 叫 ぴ 伴 σ ゆ 蒔 S 翫 ◎ 廿 淺 睡 冊 C σ ぴ 3 伴 瞭 渉

ぴ 。

－ 茜 －



　 鋤 銚 、 障 氏 沁 舜 、 「 冴 」 ▽ 導 3 翻 引 」 伴 σ ゆ 一 劇 賠 嘩 鮎 隣 町 δ 舘 ゆ δ 、 「 醜 醸

8 汁 亭 沖 認 蜘 銀 輪 蘇 」 氏 研 呂 ぴ サ 「 図 書 S 汁 亭 湘 翻 引 蜘 誤 」 障 碍 魯 ぴ サ 舜 一

海 、 臨 掛 舜 珊 薗 δ 極 9 冊 。 浮 く 画 G 臼 氏 嘩 代 ぴ ① 3 回 δ ノ ① 謡 蔚 叫 ぴ δ 、 氏 つ

」 醍 醐 δ 叫 叱 鋤 σ 伴 ぴ つ 渉 ぴ 。 C 誉 ダ 瞬 斜 番 舜 謙 曲 氏 C 《 舜 、 臼 S 副 疎 δ

舜 汁 瞭 舜 臨 淺 翫 9 「 謡 帥 蜘 談 」 叶 爵 磁 q 耳 洋 部 砂 δ “ 野 心 き 舜 園 雲 S 爵 譲 謡

冊 δ 翫 び ご ！ 一 計 、 「 翻 蜘 跳 卦 蘇 」 伴 C パ 漸 港 津 舘 ゆ δ 舜 、 細 き 舜 舜 雌 S 蘇 品 二

氏 C 《 ㌫ 淺 異 型 嘩 “ 港 津 伴 σ 」 野 ◎ 菰 繭 雷 舜 鯨 累 酪 ぴ 。 臼 氏 δ 舜 ぴ 氏 σ 」 珊

ひ 4 町 議 戯 き 《 σ 餅 C 洋 諺 。 づ 融 か 蝸 愛 日 〇 σ づ 即 き 嘩 「 鄭 疎 s 欝 三 世

S モ 扇 島 薦 叫 δ サ 酬 サ 舜 ぴ 氏 野 9 園 縣 8 麟 貸 藍 e 謡 詩 δ 説 σ バ ぴ ’ 融 き 酷

卵 蝋 S 蘇 望 伴 C 《 欝 臨 蟻 耳 ぴ δ ／ 園 臨 融 薄 疎 S 蜘 誤 ・ 蹄 談 氏 爵 臨 q q ぴ δ ソ 舜 ’

薗 為 δ 癌 田 舞 蔦 恥 曝 畑 叫 び 。

　 済 温 d “ 野 ■ 跳 S 訪 δ 麗 瞬 C o o ’ 園 期 δ 説 耳 δ 晒 針 蒔 （ σ ぴ 谷 び 「 園 期

蹴 針 郎 」 ） 8 融 ◎ 廿 酪 モ 、 ワ δ 灘 叫 嘩 計 自 覚 」 ぴ S δ 翫 び 。

ω 　 　 「 園 贈 膳 針 蕗 」 S 溝 型

（ 一 ） 「 園 瓢 膳 針 蕗 」 伴 舜 a ㌣

　 e 　 「 晦 針 蕗 」 S 甫 叢

　 　 　 曲 南 」 ぴ 農 圃 δ 舜 、 励 嘲 冷 痛 臆 針 碍 、 擦 躍 鰍 瞬 針 蒔 酪 舜 G 呂 、 置 く 釦 南 島

　 　 旨 C 葎 翠 黛 津 輝 瞬 掛 餅 冊 d 即 答 パ 、 藍 か 鹸 δ 「 麟 針 蕗 」 氏 σ 」 甜 嘩 ゆ α 蒔 か

　 　 淺 鴇 碑 ゆ 尉 甜 叫 ぴ 。 州 ぴ 融 ぴ 蹴 針 併 伴 舜 、 圖 S 嬬 浦 S 萢 零 を 蛭 ゆ 酷 引 C 葎 「 臆

　 　 貸 呂 戴 貼 梅 」 づ 殴 9 卵 s 興 湘 ¢ 壊 δ 傍 耳 ぴ 「 塑 世 尊 湿 叫 ぴ ぴ s 伴 σ 渉

　 　 ぴ 。

　 　 　 小 雪 ひ δ 井 愚 叫 ぴ 蕪 蜂 ｝ 野 爵 湘 S 麟 貸 弼 掴 二 餅 膚 δ ぴ 銘 磁 伴 σ ゆ 蒔 鄙 h ノ 畑

　 　 書 書 巻 6 黙 諾 む 謡 隣 嘩 ぴ 洋 豊 艷 聖 童 様 」 ぴ s δ ぴ 裳 卦 蝕 町 議 δ 昧 餅 所

　 　 ① δ ノ 瞬 針 藍 S 霞 識 酪 幽 耳 《 ’ 麗 醒 蕗 か 法 益 洋 δ 謹 陪 叫 き 、 翫 び σ 舜 、 輻 鳶

　 　 3 餅 か 淺 瞬 無 断 渦 眠 き ぴ 臼 伴 ぴ 、 「 臆 針 蒔 」 S σ O 藤 謙 伴 C 《 猷 蟄 叫 雪 《 σ ぴ ・

　 　 葎 伴 渉 舜 ’ 銀 簾 蝋 蹴 針 蒔 翼 困 苦 ＆ 岳 a 輩 詩 僧 雪 葎 球 δ ’ 魚 島 高 岳 S 譲 羅 蝋

　 　 潤 香 碑 S 童 詩 δ 闘 9 鎌 ① δ 画 一 〇 。 岳 δ 舜 盤 羅 課 目 書 現 謬 8 油 冊 酪 滋 σ 》 雪 ぴ

一 冨



塒 8 藍 露 H ♪ 氏 謙 湘 C 洋 目 代 酷 税 昆 び 臼 伴 淺 δ 瞭 ぴ 。 臼 3 貯 変 9 「 瞬 針 餅 」

伴 舜 、 圖 3 前 掛 謡 祷 d 融 ぴ 戴 餅 嘩 翫 ぴ 興 繍 砂 場 δ 感 温 「 雄 滝 ’ 小 雪 嘩 畑 書

論 叫 び 洋 δ 3 傘 麟 薗 岨 二 郎 嘩 甜 冊 叫 δ 伴 σ 沖 繭 聾 氏 薗 邑 二 膳 酪 蕪 ⇒ 叫 び 薄 味 嘩

ぴ O 郎 磁 氏 助 趣 向 氏 嚢 δ 曝 び 。

⑲ 園 矯 φ 遡 π 傍 耳 ぴ 蹴 針 蕗 δ 渦 δ ① き が σ S

　 叫 づ δ ぴ 淺 圖 d 童 詩 叫 雪 パ σ ぴ 晦 針 碑 8 ゆ 叶 ’ 園 期 ¢ 甥 δ 麗 叫 ぴ σ 8 伴 C

（ “ 野 嚢 ン 途 湘 膳 斜 郎 “ 甲 鉄 違 捕 麟 針 併 嘩 蘇 昆 ぴ 臼 伴 淺 δ 麻 ぴ 。 円 き ひ 口 0

8 麟 針 藍 舜 、 卵 S 冷 殴 灘 鳥 淺 藍 愚 。 バ 銚 9 σ 囁 き σ 麟 銑 錦 一 鐸 δ 賄 ① 鈴 《

σ ぴ 燕 跳 氏 画 薪 3 ぴ S δ 母 ぴ 。 叫 舜 ぴ ぴ 、 冊 焼 凹 溜 鷺 ¢ δ 「 血 書 」 「 晒 掛 帳 ゆ 」

　 「 圖 S 畑 誤 」 「 言 掛 皿 添 書 S 凪 誤 」 嚢 謡 高 所 費 ’ 小 雪 ① δ 謙 つ パ 、 園 贈 究 郷 蝋 “

圖 卿 、 園 晋 塒 S 翻 薬 厳 S 珊 談 義 蔚 呂 ① き び 叶 σ 」 蕪 島 δ 舜 。 バ σ ぴ 。 叫 ひ δ ・

興 謡 3 珊 誤 S － o 伴 C 《 餅 董 h 傍 ％ ◎ 母 罫 臣 S 醇 瑚 淺 σ 焼 き S 曄 針 唖 世 一 ぴ 臨

　 δ 汐 叫 置 バ σ び 。

　 　 臼 雪 ① 嘩 雪 融 氏 C d 、 叫 弓 δ 証 詩 肝 趣 舜 園 瀞 S 渦 醗 δ 計 算 ぴ 叫 冊 叱 辮 舜 謡

閲 嘩 轄 落 「 曲 訟 8 銘 書 割 嘩 薙 針 唇 δ 躊 幅 叫 ぴ 葎 3 S 瞬 針 聾 嘩 疎 画 ぴ 謡 ゆ 、

卵 S 翫 O 母 氏 C バ 舜 、 揖 δ 聾 引 S 盤 歎 嘩 ゆ 傑 ぴ 8 弓 猷 δ 県 燗 義 母 ぴ 。

　 　 野 焼 、 徹 S 餅 磁 ゆ 丼 S 訳 跳 氏 C 《 、 薄 猷 魯 舜 謡 隣 a 野 。 《 画 期 曄 丼 S 事 由

》 杏 田 面 叫 え 鎌 蟷 ゆ 訪 園 熟 議 薄 瞭 、 曲 眼 ’ 国 別 訓 串 暴 虎 脹 雌 S 課 δ σ 温 翻 δ

潮 凶 ① き び σ S δ 鋭 く パ 舜 舜 ① 労 σ 。 C 詩 法 。 パ 、 自 費 ① S 満 藤 を 醒 吟 酷 遇

　 ① サ δ 叫 び 伴 伴 σ δ 、 融 冊 O 黙 沓 膏 油 詩 杏 、 辮 C バ 杏 当 聖 酪 雫 」 謳 蔚 嘩 ゆ 傑

　 え 曝 δ 舜 鋤 く 、 臼 S ％ 」 舜 謡 蔚 ｝ 野 臆 針 蒔 δ ％ o 《 腰 誹 叫 茸 ぴ え 瞭 薗 鳶 3 蕗

　 描 e 丑 δ ノ 十 ¢ 舜 騰 ゆ 、 犀 嘩 究 ⑪ O O 詩 み ① 養 ぴ え 晦 δ 蹄 ぴ 。

　 　 小 3 」 凶 δ 、 園 期 8 瞳 ゆ 酪 掛 凶 ぴ 葎 δ δ 釦 び 臆 針 雷 サ 。 細 燗 舜 蘇 州 こ 、 螂 誤

　 伴 雌 渉 ① 雪 ぴ σ S δ O つ 《 “ 野 口 S 麟 針 舜 S 丑 δ 謡 詩 僧 鏑 ぴ λ 曝 δ 翫 び 。 伴

　 ◎ ぴ 耳 、 臆 針 蕗 δ 傍 σ バ 舜 、 圖 珊 」 鳶 嬬 8 併 置 民 訴 鮮 q 抽 斗 屡 旨 S 薄 珊 一 」 嘩 爵 ①

　 サ a 叫 び 臼 伴 淺 圖 脳 弓 極 6 ’ 叫 ひ δ “ 野 臼 貸 ① 伴 銀 碍 旨 圖 卿 δ 麗 容 ① き 《 σ

　 ぴ 藷 舗 二 湛 詩 什 S 麗 腐 酢 δ o つ ＾ ぴ 叫 津 叫 雪 δ ≧ 卿 δ 翫 び 」 。 脹 強 ’ 画 期 興 部

　 S 臆 斜 廿 皐 δ 圏 叫 び 曝 融 雪 舜 脳 曖 δ o つ パ ぴ 温 藷 δ 引 叫 茸 パ σ δ 醜 咽 義 翫 ぴ ・

　 円 き ① S 歎 S 熱 雷 δ o σ パ 舜 、 献 8 『 （ 鼻 ） 「 園 熟 麟 針 碍 」 S σ 氏 δ 爵 耐 q 耳

一 一 斜 －



① 鏑 ぴ ≧ 味 得 密 』 S 温 δ 薗 醜 一 」 δ 罫 G ぴ 。

（ 吋 ） 「 園 激 桝 針 蕗 」 蒔 δ へ が “ き 冊 d S 鎚 理 ％ 諮

　 e 報 知

　 　 　 園 熟 ゆ 踊 δ 傍 耳 δ 興 部 3 臆 斜 幡 ゆ 嘩 祷 3 詩 ぴ 8 轡 σ ぴ 谷 δ 「 園 期 桝 貸 碍 」

　 　 氏 満 胸 叫 δ 舜 愛 野 臼 S 面 8 斜 密 嘩 童 詩 叫 え 隊 臼 氏 野 尽 き 辮 δ δ ぴ 輝 涛 δ

　 　 け 葎 O 、 申 ヨ δ 謙 譲 叫 き パ 曝 《 つ ぴ 。

　 　 　 釦 肖 S 室 δ “ 野 掴 貯 瞭 薄 盛 S 「 〉 〉 侍 〉 謙 藍 醐 δ 圏 叫 ぴ 藩 醐 ゆ 蘇 S 瀧 叫 δ

　 　 瞬 焼 く 珊 謙 辞 ド 瀞 理 ル 」 淺 ’ 煮 爵 曽 岳 “ 血 δ 丹 藍 建 暗 咄 嘩 冊 氏 3 ’ 小 S モ δ

　 　 「 画 期 δ 麗 叫 か 臆 貸 錦 」 S 謎 蔚 嘩 薄 恥 叫 ≧ 麻 田 氏 ’ 畿 鈴 q 卵 S 丑 暖 伴 C パ 離

　 　 轟 叫 え 曝 畑 温 嘩 掴 書 目 δ 瀧 助 C パ σ ぴ 。 冊 障 、 掴 丼 書 舜 薄 理 δ 翼 賛 σ ぴ 8 S ・

　 　 冴 醒 δ 聾 臨 眠 き 洋 「 母 ワ 畔 ゆ 渦 曲 ゆ 蘇 」 淺 着 鳥 』 岳 ① 血 δ 珍 難 C 洋 鵡 略 咄 δ

　 　 傍 つ 《 ぴ ’ ↓ 球 口 書 嘩 皿 酪 δ 「 園 瀞 隣 貸 舜 」 S 蓮 荷 δ O σ 《 黙 罫 嘩 冊 障 み ぴ

　 　 え 瞭 臼 伴 ひ 4 帥 叫 鎌 鏑 《 つ ぴ 。

　 　 　 一 計 、 叫 く 舜 □ 耕 園 雲 ゆ δ 赫 σ 《 ¢ 罷 芒 a 岳 δ ノ ① ゆ 冴 S 郎 璽 畑 油 ゆ d 斎

　 　 理 嘩 翻 叢 C 、 画 ＆ 岳 δ 舜 「 園 熟 旗 針 蕗 （ 惑 一 揖 柵 ） 」 嘩 励 鰍 C パ σ ぴ 。

　 　 　 臼 黛 δ 津 C 《 ’ 輯 肝 鵬 （ 脹 餌 ） φ 器 蓄 台 岳 δ 「 園 游 膳 針 錦 繍 繍 趨 （ 珊 誤 釦

　 　 跳 繍 ） 」 嘩 励 蜥 「 燦 δ 罫 茜 鳶 口 雪 餅 藍 沸 宍 C 《 調 ひ 。 。 圖 ゆ δ 嬬 云 融 圧 C 《 σ

　 　 ぴ 。 野 津 ’ 件 ゆ ・ 励 温 ・ 卿 洋 国 睡 σ 罷 苔 ＃ o 。 岳 腿 ご 圖 ゆ δ 廿 σ 《 「 画 期 粛 弼

　 　 瞬 針 碍 柵 」 酪 融 圧 C パ σ ぴ δ 汐 σ 焼 き ぴ 溜 柵 氏 鋤 。 《 σ か 。

　 　 　 小 S 直 、 σ む 谷 ぴ 曲 鰍 S 薦 舗 こ 痢 騰 δ 無 論 C 葎 蒔 密 齢 δ ゆ 慧 叫 》 曝 ぴ S δ 舜

　 　 融 ぴ 噛 、 網 島 O 岳 δ 群 ゆ 則 断 睡 淺 「 醜 疎 S 蘇 莞 二 誌 騰 δ 麗 叫 δ 聾 磁 柵 車 中 畑 柵 」

　 　 邸 捨 貼 「 珊 既 諒 σ 画 一 い 岳 δ 「 画 期 S 煎 益 薦 藷 究 コ ト S 障 慰 S 園 熟 菰 離 S 灘

　 　 癖 S 南 隣 ’ 園 熟 π 惑 ぴ 書 謹 S 罎 蔀 蕪 δ 圏 叫 び 碑 磁 柵 」 嘩 澗 一 己 圖 ゆ δ 、 画 一 〇 。

　 　 岳 δ 舜 「 画 期 嘩 癩 耳 ぴ 瞭 S 醤 鍮 S 発 無 薄 q 皿 四 蕩 満 δ 蹄 叫 ぴ 園 期 、 頭 離 S 瀧 薄 ・

　 　 孟 殿 掛 賠 油 q 園 鯨 畑 痔 蕪 S 弼 囲 囲 彊 S 商 隣 囎 δ 圏 叫 ぴ 蒔 密 渦 」 （ 愚 尊 H 「 路 占 、

　 　 ． 雲 論 ： 蹄 ゆ 蒔 洲 」 ） 酷 普 一 華 圖 ゆ δ 帯 紐 C バ σ ぴ 。 σ o 氏 ぴ 、 口 置 ① S 餅 黙 …

　 　 S 丑 δ σ 園 熟 灘 薄 杏 園 期 痔 黙 S 桝 貸 弼 鰯 、 醸 ゆ 証 高 義 砂 研 き （ 赫 9 「 園 期 麟

　 　 針 蕗 」 8 勲 鄙 δ 赫 σ バ ぴ 嚇 掴 C 《 説 く 駅 咽 淺 翫 δ 。

　 　 　 戯 愛 9 卿 醒 ▽ 》 》 δ 8 藩 理 伴 C 《 舜 ’ 品 言 お 禽 δ 「 典 鰍 S 論 酋 剛 叫 （ 総 ） 」

－ び



淺 曲 醸 8 蘇 舗 二 叫 助 ゆ 画 商 憐 贈 皿 ゆ δ 外 。 《 謙 畑 町 養 、 卵 S 球 「 曲 蝋 S 蘇 詮 餅

嘩 。 〈 δ ゆ 」 （ 冷 蜥 H 言 条 蟄 過 懇 叶 ） 諺 魚 島 ω 岳 δ H 洪 謙 知 C 「 畑 藤 S 蘇 州 一 」 蒔

唱 温 翼 柵 」 嘩 惇 蜥 C 《 つ ぴ 。 冊 洋 ’ 高 岳 弓 舜 、 「 z ℃ O 餅 ＞ 醜 醸 3 研 酷 園 游

爵 捕 π 加 澤 触 峰 ぴ ゆ 」 淺 疎 諒 サ ① 圖 ゆ 難 血 餅 誌 σ バ “ 園 瀞 晒 針 碑 δ 圏 叫 ぴ 欝

山
勘 芻 嶋 ｫ 醗 C 《 つ ぴ 。

　 臼 S 野 ψ δ ノ 叫 く 舜 器 苦 き 岳 冷 誉 9 飯 野 戯 ． 辮 鋭 峰 並 δ 傍 σ バ 「 園 期 臆 針

蕗 」 厭 ぴ つ 舜 「 曲 雌 S 蘇 舗 二 蕗 」 δ 麗 叫 ぴ 鱗 罫 、 藩 理 法 臨 む ① き バ 舜 σ ぴ 義 ・

小 き 醜 営 S 冴 暖 融 雪 餌 麗 ウ S 違 贈 爵 、 蘇 罫 S 瑞 畑 を 齢 難 δ 野 。 《 画 q 弓 舜 舜

σ 。 聾 引 δ 融 き ① S ゆ び 8 既 舜 σ S 嘩 画 聖 δ 薄 恥 叫 ぴ 。 （ 曝 升 δ へ 4 鰍 『 「 園 期

S 臆 針 蒔 」 δ 温 叫 ぴ 申 満 S 評 薄 』 嘩 茄 q 洋 。 ）

㊥ 田 耕 園 理 ゆ 「 園 弟 膳 卦 蕗 （ 醤 一 揖 海 ） 」

　 田 針 鼠 雲 ゆ 郎 謹 嚇 皿 ゆ “ 野 卑 函 片 雲 ゆ 如 （ 脹 餌 ぎ ノ ひ S 融 囲 嘩 焔 耳 、 罷 む a

岳 誉 ① 藩 臥 邸 翻 叢 「 画 ＆ 岳 δ 「 園 熟 麟 針 陪 （ 普 一 揖 冊 ） 」 酷 氏 O 冊 氏 呂 律 ・

脹 犀 S 離 礁 噸 δ 野 き 舜 ’ 困 苦 ま 岳 δ 圖 珊 略 霜 郷 淺 藤 島 叫 雪 、 難 球 S 薗 ＞ 断 然

S 功 愚 舜 鴎 嘩 雄 畑 氏 C 《 、 謙 語 S 園 雲 伴 曲 疎 8 愈 愚 溜 薬 義 堅 強 叫 き ノ 回 雪 ．

醜 蝋 ・ 殖 癬 雌 謡 S 囎 C σ 訓 南 風 淺 酬 冊 。 パ 昧 洋 氏 S 詠 藤 撫 δ ノ 男 臼 8 囲 楓 S

事 理 淺 叢 辮 。 詩 併 映 営 ぴ 。 冊 葎 、 脹 甜 S 藍 餌 罷 難 民 C 《 ’ 「 園 游 圏 惑 碍 証 淺 卵

S 黒 々 S 駅 畑 δ 瞬 q 《 直 蕗 氏 S 瀦 薬 膳 掛 ゆ δ 藩 理 叫 ぴ “ 氏 鈷 C δ 野 鳶 伴 寄 ①

き ’ 轍 譲 噛 露 δ ぴ 浮 び 噛 耐 淺 傘 ヨ π 鵬 曄 僧 堂 」 葎 臼 氏 δ ノ 勇 「 疎 々 S 蒔 謡 嘩 証

亜 叫 ぴ 膳 銑 雷 労 辞 職 S 舜 σ 向 陣 淺 画 期 藍 醐 諦 齢 「 S 汁 味 む 弼 圖 d 蹄 ぴ 」 氏 S 猷

譲 義 労 鎌 き バ 傍 δ 」 円 き 舜 串 S 野 冊 曲 耐 S 上 汁 敲 δ ぴ 脹 《 舜 み ぴ 臼 伴 淺 割 譲 d

翫 び 。

　 　 田 銑 図 書 恥 8 細 一 揖 柵 舜 ’ 園 期 舜 繍 S 晒 掛 膳 伴 σ 」 、 酔 畜 酪 ぴ け 、 氏 δ ご や 汁

　 「 図 書 3 皿 冊 欝 ・ 欝 旨 醇 」 を 「 洋 ゆ 書 醸 臨 書 誉 薗 e 究 颪 」 （ 腿 r 一 〇 。 淋 V 酪 詩

　 呂 、 冊 計 、 園 雪 餅 園 期 8 断 書 叶 欝 臨 q 耳 《 σ ぴ 臼 伴 （ 翌 日 〇 。 冷 γ 画 嚢 「 園 緑 ．

図 書 8 車 路 津 q 薄 謝 δ 圏 外 ぴ 麟 貸 卑 圏 」 嘩 部 碍 叫 ぴ 茄 ゆ δ 舜 融 ① ひ ン q δ 皿 鉢

　 園 雪 ゆ S 蝋 梅 酪 蘇 叫 ぴ 臼 氏 （ 黙 O 冷 ω 畑 ） 舜 餉 嘩 温 剖 C バ σ ぴ 揖 δ 蒸 鐸 義 融 ぴ ・

　 叫 ① δ 、 画 期 議 薄 亜 δ も δ 鋤 く ’ 園 磁 卑 幽 8 南 峰 δ 諮 脹 鋤 熟 輝 （ 普 O ～ 馬 櫛 ）

嘩 珊 言 づ ふ 歎 σ 蒸 曲 氏 C 怠 町 勢 C 」 餅 亦 s 蒔 園 期 霜 解 謹 興 ∩ o σ 《 ぴ
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一 塒 酪 貼 ヌ 診 海 航 爵 S 園 蜘 殖 悪 護 照 伴 圖 卯 繭 無 究 癬 護 照 S 誰 ゆ （ 鵬 暖 熱 ） ’

爵 最 略 構 S 敵 か 喬 無 強 悪 璽 照 S 甜 詩 （ 鵬 曝 勘 ） 、 画 嚢 園 朝 霜 弼 酪 嵐 q 扇 園 期

π 引 張 覚 者 畑 嘩 サ 耳 ぴ 口 径 S 臓 卜 （ 飄 零 熟 ） む ㈹ S 丑 蜴 ぴ 臨 δ 汐 冊 鈴 《 σ ぴ 。

⑭ 細 肝 鵡 「 園 勘 膳 針 蕗 柵 」

　 田 掛 図 雲 ゆ S 「 画 期 臆 針 蒔 （ 醤 一 揖 柵 ） 」 S 励 蜥 嘩 焔 “ 薮 畑 肝 鵬 （ 脹 餌 ） 中 野

罷 む 台 岳 一 卸 「 画 期 臆 貸 餅 柵 咽 趨 」 酪 捨 貼 ’ “ 曲 δ 蕨 H 柵 嘩 蜘 C 洋 ↓ 勝 画

岳 ’ 蟄 ひ 。 。 圖 ゆ δ 興 云 柵 氏 C （ 「 園 熟 臆 針 蕗 柵 」 膨 満 匠 叫 置 葎 。 釦 謎 3 δ 圖 ゆ

瀧 圧 触 雷 詩 碑 柵 舜 、 雪 踏 S 直 δ ゆ 一 〇 酪 熟 伴 醐 〈 ’ 小 S 冴 暖 σ 既 氏 C （ 画 期 罪

国 侍 園 磁 聖 画 囎 蘇 ゆ 舜 偽 、 叫 叫 δ 園 期 融 薄 書 亜 δ 溜 叫 ぴ 鄙 繍 庵 号 ウ 雷 舜 丑 蜴

伴 叫 ぴ ぴ S δ 朕 。 洋 。

　 　 C サ C ’ 画 ゆ 瀧 旺 吏 晋 δ 掴 貯 鵬 弦 寄 島 C 詩 舳 趨 δ 鏡 σ 《 舜 翠 回 游 興 部 S 瞬

斜 掛 皐 嘩 訓 「 曲 煎 園 蜘 ・ 卿 準 園 期 8 弼 畑 二 」 「 園 熟 語 畑 智 易 S 弼 血 一 」 」 「 園 期 S 藤

ゆ 苗 鑛 S 朔 望 」 「 ＞ 藍 翻 索 書 曲 e 弼 聖 」 「 皿 既 、 扉 韓 麟 S 面 壁 」 伴 C 《 厳 q 、 囲 」

言 掛 珍 井 團 書 、 画 卿 ’ 園 期 圏 薬 煉 、 園 懸 詞 魁 洋 舞 園 融 通 畑 S 髄 臨 淋 醸 ’ 小 雪

雨 雪 δ O つ 《 S 珊 麟 酷 遇 型 叫 ぴ 舜 餉 ’ 麟 針 蕗 伴 C 《 S 丑 蜴 義 曲 賠 く 熱 鉄 茸 洋

　 ぴ S δ 厭 。 葎 。

㊥ 洋 ゆ ・ 珍 温 ・ 卑 畔 醤 「 園 購 知 孤 膳 針 蕗 鵜 」

　 冷 δ 隣 え 障 罫 器 ・ 嗣 餅 鵬 渦 ♪ S 冷 渦 伴 C バ 、 詳 ゆ ・ 励 温 ・ 珊 尊 S 国 睡 δ 凶

器 言 斜 。 。 岳 S 普 国 画 ゆ 鋤 蘇 醗 δ 織 匠 C 浮 礁 柵 d 蹄 6 、 小 S 球 諏 柵 伴 鋤 。 洋 。

碍 柵 鹸 嚢 引 叫 氏 溝 9 園 滋 霜 掘 δ 圏 叫 び 謡 冊 淺 鼓 脹 s 喪 ¢ 膳 所 δ ぴ δ 戸 舜 亮

3 皿 書 酪 醍 錦 旗 冷 δ 誉 δ 氏 爵 融 C 、 園 瀬 雌 融 癖 S 晒 針 幅 ゆ 、 園 熟 S 珍 井 酢 ア 即

断 蒔 “ － t 畑 酢 ’ 叢 薄 酢 舜 院 S 弼 畑 二 陣 廿 ぽ 螺 雷 戦 趙 π 融 郭 「 叫 葎 、 園 期 S 臆 針

幡 ⑳ 杏 園 期 直 脹 疎 S 鴻 謨 S 温 δ 赫 σ 《 「 貯 砂 S 醤 寒 」 酷 遇 蜘 C バ σ ぴ 海 や 野 「 園

懸 膳 貸 碑 」 氏 C 《 S 辞 畜 嘩 十 ¢ か 叫 び ぴ S δ 融 か 。

　 戯 愛 9 園 期 首 脹 疎 S 爵 究 S 障 呂 S 議 遷 嘩 聖 画 番 δ 渦 雷 叫 ぴ 自 陣 杏 ’ 園 瀞

前 張 眼 8 冷 厳 a o σ 《 ノ 串 S 羅 談 S 励 井 酢 杏 “ 融 S 羅 誤 δ ※ 舳 伴 叫 き び 訓 解

S 醤 雛 津 q 海 譲 δ 勢 叫 ぴ C つ 畔 恥 雷 誉 蒔 S 甜 発 氏 醸 瀧 書 熊 薗 S 霜 撮 嘩 卦 呂 ぴ

舜 作 画 游 前 廉 蝋 S 究 燐 δ o σ パ ぴ σ 〈 o サ S 髄 冊 嘩 臨 σ パ σ ぴ 無 爵 輝 黒 瀬
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σ 。 冊 葎 、 画 期 畑 蒋 S 弼 囲 嘩 米 一 」 蔚 叫 ぴ 藤 圏 伴 C 《 「 園 懸 紐 痔 晒 瞭 ゆ 」 嘩 画 嚢

館 員 ぴ 臼 氏 、 園 瀞 蝦 欝 S 購 咄 鯨 蝋 護 照 嘩 鶏 耳 ぴ 臼 氏 舜 馬 “ 曲 奔 δ 銚 σ 《 σ 小

S 冊 辮 藩 理 津 妙 伴 C ゆ δ 置 賜 酪 撞 く ゆ 》 δ 齢 9 ↓ 藻 十 ¢ 舜 珊 藩 理 嘩 言 凶 ぴ

瞬 燃 諺 翫 ぴ 蒔 渦 伴 σ 渉 ぴ 。

㊥ 即 時 泌 「 園 期 S 路 ウ ・ 書 お ・ 滞 陣 蕗 瀞 」

　 珊 既 諒 淺 魚 島 一 〇 。 岳 普 一 望 圖 ゆ 湘 蘇 醗 δ 瀧 庄 C 囎 慰 労 『 S 野 冊 認 柵 氏 舜 。

葎 、 「 園 熟 嘩 漁 耳 び 醸 S 醤 暴 8 発 港 薄 q 皿 四 弟 冊 π 蹄 叫 ぴ 園 瀞 菰 離 S 瀧 薄 “ 諮

繋 掛 賠 淘 q 園 瀞 蝦 欝 蕪 S 弼 囲 囲 爵 8 融 騰 婚 “ ∩ 圏 叫 ぴ 碍 磁 柵 」 淺 田 外 讃 訴 δ 翫

か 。 貸 碑 梅 柵 舜 ノ 「 惑 一 榔 お 聖 」 δ 畿 σ パ 園 期 融 癖 8 幡 ゆ を 図 無 梅 畑 醸 、 園 瀞

酪 幽 耳 ぴ 蝋 論 断 S 職 誤 舜 侃 酪 鮎 柵 C 《 σ び び S 8 ’ 州 3 虐 S 鯨 δ 舜 、 「 漕 目 糠

　 園 覇 藤 翻 塒 π 瀦 叫 ぴ 畜 楚 S 融 癖 ナ 「 漕 国 館 贈 爵 δ 翻 叫 ぴ 諫 難 S 融 癖 ナ 「 普

匿 路 孟 殿 掛 賠 」 娘 嘩 碕 魯 パ σ ぴ 6 伴 サ 貸 園 熟 麟 針 碑 伴 σ 」 野 § 叫 曲 醸 S 蘇

望 落 零 酔 餌 嘩 甜 叫 δ ぴ 8 氏 》 ぴ “ 氏 淺 δ 昧 ぴ 。 叫 ① δ ノ 「 普 団 憐 辮 曄 む 画 期

酪 講 究 叫 び 詩 呂 S 丼 童 S 曝 譲 」 δ 翼 ’ 園 熟 議 聾 丑 δ 貼 磁 叫 ぴ 園 期 滞 ゆ 略 帽 嚇

加 ゆ を 、 画 期 畑 露 嘩 雲 底 最 知 醤 蝦 δ 副 耳 匠 ぴ え 麻 田 伴 嫡 酪 研 δ 《 σ 亦 。

　 銑 碑 郡 柵 舜 圖 ゆ d 舜 叫 弓 δ 認 柵 氏 戯 黛 バ σ び ひ ！ 州 S 隙 S 瓢 断 線 S 画 期 興

繍 S 丑 δ 舜 ㎝ 一 箇 強 鎌 「 園 期 S 浦 ・ ワ ・ 雲 お ・ 霜 ゆ 碍 渦 」 伴 C バ “ 話 ’ お ⇒ 叫 き

《 σ び 。 革 δ ’ 網 島 8 霜 δ 捨 貼 叫 き 葎 「 園 瀞 δ 索 餅 面 離 S 融 薄 、 孟 難 糾 賄 滋

q 謬 傘 S 嵐 圃 舜 輪 勇 S 南 隣 旨 q δ 園 朝 畑 欝 婚 S 劃 謙 耳 許 S 障 呂 3 園 熟 確 婚 S

一 霞 嘩 痔 兇 叫 δ 確 描 〔 気 勢 〕 糠 車 中 翼 柵 （ 醜 蝋 掛 煎 餅 柵 ） 」 か ’ 6 雪 餅 煮 鶏 撃

禽 δ t 雲 暴 賀 C 嵐 訴 嘩 「 園 游 e 奮 論 ・ 霜 ゆ 南 応 餅 渦 」 伴 痔 δ 葎 諏 申 翼 柵 δ 舜 、

　 「 園 瀞 S 辮 ウ ・ 書 軸 ・ 滞 陣 藍 瓶 」 S 翼 底 冷 輝 淺 茸 融 触 雷 バ σ ぴ 。

◎ 輯 肝 聴 理 鵡 「 〉 V 侍 V 灘 郎 圃 ゆ 磁 S 融 ． 叫 δ ぴ 伴 蟻 〈 蜘 謙 酔 旨 藩 理 ゆ 歯 串 嚇 」

　 針 事 理 ゆ 舜 ’ 圖 S 〉 V 侍 V 謙 興 繍 S 醍 ◎ δ o σ バ S 蔦 跳 ゆ 麟 δ 戸 魚 鳥 ミ 岳

δ 辮 伴 呂 律 離 礁 咄 δ 瞬 q 味 “ 鶏 醐 叫 雪 洋 ぴ S d 翫 び 。 叫 爵 ぴ ぴ 」 郵 国 恥 蘇 3

融 叫 δ 翼 、 〉 V 侍 〉 鄙 語 醐 δ 弼 碍 叫 ぴ 臼 伴 鋤 く 、 「 曲 蝋 ・ 藩 邸 醸 S 謀 諮 莞 二 S 蕗

婁 「 二 ∩ o σ 《 8 郵 理 嘩 溝 口 舜 ゆ ≧ 昧 臼 氏 碁 4 町 議 触 雷 づ ふ 。 画 薄 型 ゆ 舜 網

鳥 一 〇 。 岳 サ ① 霧 理 嘩 欝 呂 、 画 巴 岳 ㎝ 血 δ 伴 O 冊 氏 呂 浮 貸 鵠 串 咄 δ 舜 、 醜 蝋 S
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蘇 望 s 》 嘩 慮 盤 叫 か s δ 舜 鋤 く 、 園 鶏 δ 翻 ぴ ぴ 僧 冊 帆 冊 舜 蕗 か 嘩 曝 幡 「 画

期 屡 溺 s 鹸 ゆ 酷 直 ゆ 叫 び 「 園 期 8 瞬 銑 併 」 嘩 謹 蔚 叫 え 昧 自 民 酷 薄 理 ゆ s 誰 罫

氏 C パ ＋ 袖 加 、 C 障 。

　 画 塾 叫 4 ゆ 聾 「 園 蜘 s 瞬 針 蒔 」 S 冴 暖 伴 む び 細 書 呂 骨 継 料 酪 融 帥 叫 δ 自 民 弾

除 S C サ ぴ え 昧 藩 理 S 舘 弓 計 臼 舜 」 丑 暖 δ 騒 ぴ 叶 「 難 串 咄 S 丑 δ 舜 ・ 州 3

草 叢 氏 舜 ぴ 藁 ゆ 酪 糊 「 一 株 叫 ぴ δ 鱒 呂 《 σ ぴ 。 叫 舜 ぴ ヂ 「 園 瀞 s 恥 疎 弼 連 比 園 熟 書

聖 s 掛 渦 」 “ 「 曲 疎 e 蘇 重 氏 珊 誤 」 ～ 「 園 薪 海 田 蝋 s 蘇 弼 氏 無 謀 」 s 国 警 謙 島 傍

「 小 僧 醜 き δ o σ 《 ’ 「 園 蜘 3 臆 針 碍 8 冴 暖 伴 C パ ’ 曲 無 数 弓 井 恵 融 聾 淺 お

① 置 ぴ 氏 撮 凶 ① き び 麺 ・ 」 ・ 超 S σ 8 酷 寒 」 鯨 」 C 障 σ S δ 翫 δ 氏 C パ C レ ぴ 葺 柵

鰯 δ 臆 貸 蒔 氏 C パ 錦 鶏 論 叫 δ 酪 ゆ δ “ 鉄 沓 感 熱 譜 叫 叱 ぴ 冴 嘲 ぴ ゆ 野 営 《 鏡 9

冴 暖 S 感 嘲 δ O σ （ 一 野 触 ① 舜 ぴ 郵 理 淺 醜 脳 弓 翫 ぴ 。

（ ω ） 磯 草 圖 S 勇 諮

　 　 一 寸 ’ ぴ 嚢 圖 δ 溝 q ぴ 「 画 期 瞬 貸 餅 」 3 薄 型 δ 新 津 。 ＾ 舜 、 融 享 圖 δ 鏡 耳 び

　 臼 貸 叶 図 面 s 詩 蒔 宙 乗 伺 。 σ バ ぴ 鋤 掴 C バ 銚 〈 醜 矧 δ 薗 崩 」 。 ぴ 。 伴 φ 課 享 圖

　 δ 銚 σ パ ¢ 臼 S 麟 S 隆 碑 室 氏 C バ 舜 、 つ け 谷 び 「 園 鶏 S 麟 針 蒔 」 氏 C バ 隆 錦

　 研 き ぴ 宙 ＃ 舛 亜 伴 ～ 院 画 ① き 唾 ’ 一 鑑 番 舜 園 熟 δ 圏 叫 ぴ 蒔 臓 S 丑 δ 曲 吐 S 蘇 望 δ

　 翻 叫 ぴ 証 詩 嚢 爵 ◎ 汐 冊 貸 パ σ ぴ σ § 欝 詩 C 葎 「 曲 蝋 s 蘇 舗 一 露 」 氏 C パ 詩 碑 戯
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　 川 守 〉 》 λ 亭 荒 一 囎 嚢 「 曲 蝋 S 蘇 望 餅 」 曝 露 陸 餌 畔 《 ぐ レ ぴ 。 冊 葎 、 畑 蝋 S 蘇
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翫 び 。 ゆ ↓ 勝 ぴ 義 圖 δ S 蘇 鄙 δ 翼 C d 野 自 費 諏 疎 享 圖 S 圖 蘇 を 園 瀞 璽 無 S 獣
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　 最 期 δ 妹 《 σ ぴ S δ 翼 舜 σ 誉 。

9 園 期 謹 鶏 む 偽 S 認 鶏 ・ 曝 醸 δ 圏 外 ぴ 碍 描 一

　 　 罰 甜 園 熟 郎 丑 δ 鮎 柵 触 鈴 パ つ ぴ δ ！ 回 路 丹 田 S 嬰 ¢ 識 耳 嘩 辮 「 小 雪 萸

　 享 S 嬰 ¢ 舜 ノ 聾 C 〈 諮 易 C σ 餅 梅 酪 斎 9 州 ぴ ① ♪ 麟 轡 叫 か え 昧 δ 翫 び ・

q 、 図 書 ・ 典 醸 認 索 餅 碑 叫 び 蕗 密 一

　 　 臼 雪 冊 δ 「 曲 蝋 S 蘇 舗 二 藍 」 8 丑 嚇 伴 C 《 既 珊 叫 き 《 瞭 葎 σ S 義 ’ 臼 S 碑

　 掘 S 丑 ウ 伴 舜 ぴ 。 嶋 鳥 撃 禽 “ 面 「 〉 〉 侍 V 滋 醍 醐 δ 翻 叫 ぴ 瀞 融 ゆ 蘇 S 瀧
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一 ■ 群 ゆ 窯 添 書 」 照 δ 瀦 叫 ぴ 蒔 職 い
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園 鶏 δ 麗 叫 ぴ 膳 針 蕗 S 醜 層 酔 δ O σ パ 事 理 C 、 卵 S 丑 暖 δ O σ パ ぴ 、 割 譲 舜 超

O 細 書 書 δ ’ 針 畑 油 ゆ 氏 C 《 撮 渉 ぴ 仕 口 δ 嘩 院 え 詩 。 σ o 伴 ぴ ノ 渦 覇 S 碍 童 詩
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　 　 ぴ 。 氏 ぴ 、 叫 づ δ 江 津 ％ ゆ δ 訓 肖 禽 δ 傍 耳 か 臼 S 法 δ O σ バ 8 難 罫 “ 野 ぴ 伴
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　 δ 中 野 無 a 隣 え 津 ％ 史 9 園 熟 δ 傍 耳 ぴ 〉 1 τ ・ ロ ー 伴 ． ＼ 刈 丁 ． ロ ー S 磁 菖 舜
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　 無 論 郷 国 粛 S 碑 か S 曝 膳 婚 淺 ’ 蒸 δ 麗 抽 C 《 事 理 叫 養 ぴ え 錘 歎 氏 つ 渉 び ・
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患者の権利と責務に関する主な法令と論点

法条 主体・対象 内容 論点

国民

　べて国民は、建1、『で文化りな最’限度の生括を営む1利を∫　る。　（1

�）

・艮一’りにはどの一塁度の生活をu　か。

E時代とともにその内容は変化しうる。

憲法25条
国

国は一べての生1「雪部面について、子’云邑i’，　．衣呆障及び公衆隼1生の阿L

yび増進に努めなければならない。　（2項）

・国の努力義手。

経済的、社会的及び文化
I権利に関する国際規約
@　（A規約）12条

国

1　この規約の砂約国は、　べての者が到一一1口I　l旨な最高ノ’一二の身’及び精

@神の健康を享受する権利を有することを認める。
Q　この規約の締約国がiの権利の完全な実現を達成するためにとる措置
@には、次のことに必要な措置を含む。
@（a）死産率及び幼児の死亡率を低下させるための並びに児童の健全な発育

@　のための対策
@（b）環境衛4一こ及び産業衛生のあらゆる状態の改善
@（c〉伝染病、風土病、職業病その他の疾病の予防、治療及び抑圧
@（d）病気の場合にすべての者に医療及び看穫を確保するような条件の創出

世界人権宣言25条

すべて人は，　一一王、医1及ひ必要な1射り包設等により、B己及ひ家1
ﾌ健康及び祁、雪祉にト分な生活水準を保持する権利並びに失業、疾病、心身
瘧Q、配偶者の死亡、老齢その他不［1∫抗力による生活不能の場合は、保障

��ｯる権利を有する。

医療法1条
医療を受ける者

@　国民

この法律は、・…　　医、iを堂ける者の一1」益の聯一一及ひ良質かつ適切な医

ﾃを効率的に提供する体制の確保を図り、もって国民の健康の保持に寄与

ｷることを1一一1的とする。

・　医、1を受ける百」とは，どこまでをII天か。
｢わゆる「患者の利益保護」を法律の目的として明文
ｻ。

医療法1条の2

@第1項
医療の担い手
纓ﾃを受ける者

医療は、生IIの，一i亜と占1人の韓厳の呆r｝を旨とし、医，巾、　イ科医llli、　　1

t、看灘i、その他の購卿呼と医療を受1ナる祉の信頼「懸輿づ
ｫ、及び医療を受ける者の心身の状況に応じて行われるとともに、■の内
eは．単に治療のみならず，疾病の予防のための措置及びリハビリ丁一
Vョンを含む良質かつ適切なものでなければならない。

　医療」の内容について
@治療、疾病予防、　リハビリ・
E「也命の尊重と個人の縣厳の保持」二医療の本旨

医療法1条の3
　国及び
n方公共団体

国及び地方公共団一’は、煎米に一定一る理芯に一盛づき　国民に対し艮質か
ﾁ適切な医療を効率的に提供する体制が確保されるよう努めなければなら

ﾈい。

　良質かつ適切な」医、’を　効承りに是供コる」　、一制“ll
ﾛ

医
療
提
供
の
理
念

医療法1条の4 医療の担い手

医ll「i、歯科医iFll、・　IIIli、』r言一劃iその他の医療の担い手は、第1米の2に

K定する理念に基づき，医療を受ける者に対し、良質かつ適切な医療を行

､よう努めな1すればならない。

・　良質かつ適切な」

健康保険法2条 （国）

健康呆険制度については、これが医、i呆険制度のレ’をな　ものであるこ
ﾆにかんがみ、，1ヤi齢化の進展、疾病構造の変化・社会経済情勢の変化等1…

ﾎ応し、その他の医療保険制度及び後期高齢者医療制度並びにこれらに密
ﾚに関連する制度と併せてその在り方に関して常に塗討が加えらオ｝、その
�ﾔ㌔果に基づき、医療保険の運営の効率化、綿付の内容及び費川の負担の適
撃d化並びに国民が受ける医療の質の向」二を総合的に図りつつ、実施されな

ｯればならない。

療養担当規則2条 患者

呆険医甚、’＾’関が担当　る、一一亡の給・fは、　保険一丁及び　呆・者であった一1

ﾀびにこれらの者の被扶養者である患者の療養一ヒ妥当適切なものでなけれ

ﾎならない。

・　　i養上、塞当適切なもの」
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法条 主体・対象 内容 論点

高齢者医療確保法

@　2条2項
国民

国民は、年百、心　の一’況に応じ、　一’着　くは地』又は家庭において・
w誧冾ﾉおける健康の保持を図るための適切な保健サービスを受ける機会

�^えられるものとする。

・呆　サービスを冥むる　耳の［三証

介護保険法110条4項
指定介護療養型医
ﾃ施設の開設者

日定フ言　亜型医　　匝設の開設‘一は，要フ言一’の人　ご　．｛　るととも

ﾉ、この法律又はこの法律に基づく命令を遵守し、要介護者のため忠実に

ｻの職務を遂行しなければならない。

・　人　の耳璽jと　、醗もし　」
E指定介護老人福祉施設（介護保険法89条4項）、介護老人

ﾛ健施設（同97条5項）についても同様規定あり。

※自己決定権とは異なるr人としての絶対的な権利ユ

思一一一の葺っここと、i、｝いたことが　べて目己決定の産

�ﾆして認められるならば、自殺の肯定にもつながり
､る。もっと普遍的、絶対的な権利があるかないかを

検討する必要がある。

※ 患者・人

○医師は患者の救命に全力を尽くすことを医療の本質と
して議論を進めるべき。
C『．リスボン宣言IO項「尊厳に対する権利」

べての人間は、生まれながらにして二1由であり、かつ、尊一と1利とに
世界人権宣言1条 人間 ついて、平等である。…

診　’に｛・羊’る医巾は、診察一rτ一、’の求めが　っこ湯口には、正当な琳Eが →この　足をもって思召の　診’を受ける　｝利jと見るこ

診 なければ、これを拒んではならない。 とができるか。

・
療
を

cf．リスボン宣言1．f項

受
け
一

医師法19条1項
「患者は継続して医療を受ける権利を有する。　　　医
tは、現在と異なる治療を行うために患者に対して適切

る な援助と十分な機会を与えることができないならば、今

こ
までの治療が医学的に引き続き必要とされる限り、患者

と の治療を中断してはならない。j

国及ひ地方公共団’は、医iを粟1る百が病院、診」一所又は助産所の一 @遣

医療法6条の2

@第1項
医痴を受ける者

に関して、必要な情報を容易に得られるように、必要な措置を講ずるよう

wめなければならない。 →これらの規定は、施設やサービスの選択に際しての情

��沂`務を定めたもの。

医療法6条の2

@第2項
医療を受ける者

医、■是共色設の開設普及ひ管理者は、医療を受ける一日’が呆・医、一サービス

ﾌ選択を適切に行うことができるように、当言刻矢療提供施設の提供する医
ﾃについて、IE確かつ適切な情報を提供するとともに、患者またはその家
ｰからの相談に適切に応ずるよう努めなければならない。

治療の内容や進め方についての自己決定に言及する規

閧ﾅはない．
モ�D医療法］条の2篤2項

@　「医療を受ける者の意向を十分に尊重し・　　』

呆・縮・は、　一保　者の心　の一｝況、その置かれている環　『等に応じて、
自 被保険者の選択に基づき、適切な保健医療サービス及び編祉サービスが、
己 介護保険法2条3項 被保険者 多様な1ド業者又は施設から、総合的かつ効率的に提供されるよう配慮して
決 行われなければならない。
定

・
選
択

憲法13条 国民

『べて国民は、占i人として尊虫される。生［］1、］1－h及ひ半島追求に関　る

走ｯの権利については、公共の福祉に反しない限り，デ正法その他の国政の
P一1で、最大限の尊重を必要とする．

・　「一1己決定1」の艮　とされる。

ｨ公共の禰祉との調整を前提に最大限尊重
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法条 主体・対象 内容 論点
→ただし，目己決定1を無限定に認めるか否かについて

※治療内容に関する自己決定権 は、　「医療提供の理念」項中の「人としての絶対的な
権利」に関する記述も参照。
［「．　1－1スボン宣言3．a

※ 患者 「患者は自分自身に関わる自由な決定を行うため
のドー1己決定の権利を有する。医師は，患者に対し

てその決定のもたらす結果を知らせるものとす
る。」

説

医療法1条の4

@第2項
医療を受ける者

医IIIj、歯科医Tlli、　　」111］，■廓11111その四の医療の担い』Pは、医療を提供一

驍ﾉ当たり、適切な説明を行い、医療を受ける者の理解を得るよう努めな
ｯればならない。

いわゆる　説明と理刷は、法一1万一Lは努刀義務・痴呆などで理解力が十分でない患者に対する医療の説

ｾ甲「司意

明

医師法23条
本人又はその保護

@　　者

医llliは，診、1をしたときは、一一’人又はその呆巡者に対し、　襲養の万法、そ

ﾌ他保健の1占Lヒに必要な！｝1項の指導をしなければならない。
指
「診療情報の提供等に

3 診1，1情牧の提供は　，1．切丁寧」に、　理早を得やr一いよ
…
導
を
受
一

　関する指針」
i平成15．9．12医政発

患者
　医療従事者等は、患者にとって理解を得やすいように。懇切1’寧に診療
﨣���氓ｷるよう努めなければならない。

うに」

け
0912001医政局長通知）

る
一
」
療養担当規則13条

呆険医は、診　’に当たっては、、．り」丁寧を旨とし、1、『叱」二必要な一二項は理

�ｵ易いように指導しなければならない。

と 呆険医は、診｝’にあたっては常に医学の迂易を堅．チして、患一’の心身の岨

療養担当規則14条 患者 態を観察し、心理的な効果をも挙げることができるよう適切な指導をしな
ければならない。

診 7　（1） いわゆる　カルテ開示」を法制化・べしとの意見も製強

療
記
録

「診療情報の提供等に

@　関する指針」
i平成15．9、12医政発

患者等

　医療従事者等は。患者等が患者の、診療記録の開示を求めた場合には、原
･としてこれに応じなければならない。
@診療記録の開示の際、患者等が補足的な説明を求めたとき、医療従事者

い。

勛纉凾ﾌピ．1律的な指針によるカルテ開示。

の 0912001医政局長通知） 等はできる限り速やかにこれに応じなければならない。この場合にあって
　
開
と

は、担当の医師等が説明を行うことが望ましい。

一
軍 個人情報保護法25条 個人情コ取＾乱〔一1一は．一’人から，当該本人が識別される呆イ胡人チータ 開示」は胡人情受取一’一’二阻者の盃務。

を の開示を求められたときは、本人に対し、政令で定める方法により、遅滞 この義携規定から個人の「開示請求権」を導きうる
受 「医療・介護事業者におけ なく、1一！コ該保イーf個人データを開示しなければならない。ただし，開示する か。

1ナ る個人情報の適切な取扱 ことにより次の各号のずれかに該当する場合は、その全部又は一部を開示 c『，束∫1〔i也裁∋F’」気19，6．27半II～夫　　（、1｝’f）R簡1を〆｝定）

る いのためのガイドライン」 しないことができる。　　　・

こ （厚生労働省） →開示、i卜11求は法的に保，巡された権利と，『えるか？

文
，診察若しくは一案をし、又は出席に、11ち以つた医Illiは，診断、一㍑一コ＝しくは萸 診断書，弓1　医llllの交｛蓋携

案詐又は出産証明，1トの交付の求めがあった場合には、正当な’1咄がなけれ
一
書
の

医師法19条2項 ぱ、これを拒んではならない。 正当事由の解釈は】項の応招義拐と同　・か．

交
→料金不払いを理由とする発行拒否の当否

付 呆険医療幾関は、思者から｝・～用の文払いを覚けるときは、正当な理由がな 領収証　医、■幾関則の発行一筋伺
を
受
一
と

療養担当規則5条の2 患者 いかぎり，個別の費用ごとに区分して記載した領収証を無償で交付しなけ
鼈黷ﾎならない。

け 呆緯医、’幾関は、患。了から呆険給・を受けるために必要な呆険医腰幾関一又 L険診，1の証明跨、，“占一rl：医、i　関則の発行雑務
る
療養担当規則6条 患者 は保険医の証明，彗、意見書算の交付を求められたときは、無償で交付しな

こ ければならない。　・・
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法条 主体・対象 内容 論点

感染症予防法

@　19条

1項　　雁道付県一一葛は、一類地本疵のまん延を防⊥　るため必要があると
Fめるときは、患者に対し特定感染症指定医療機関若しくは第一種感染
ﾇ指定医療機関に入院し、又はその保護者に対し患者を入院させるべき

@ことを勧告することができる。・・雫
Q項　都道府県知事は、前項の勧告をする場合には、患者又はそり保護者
@に対し適切な説明を行い、その理解を得るよう努めなければなりない。
R項　都道府県知事は、第一一項による勧告を受けた者が従わないときは、

@当該患者を入院させることができる。
S項　第一一・項及び前項の規定に係る入院の期間は、七十二時間を超えては

○新型インフルエンザがまん延した場合、医師は自身への
@感染の危険がある場合でも診療にあたらなければならな

@いか。
@→応招義務（医師法19条〉との関係は？

宦｡一一類感染症患者を収容できる施設をもたない県も少なく

@ない。

ならない。

　．　　　・

V項　都道府県知事は、第一・項による勧告又は第三項の入院の措置を講じ

@たときは、遅滞なく、病院又は診療所の所在地を管轄する保健所に置か
黷ｽ24条上項に規定する協議会（感染症の診査に関する協議会）に報
倍しなければならない。

1項　都道寸県　曳は、…類魁阻症のまん延を防一　るため必要があると
Fめるときは、前条の規定により入院している者に対し十日以内の期間
@を定めて，特定感染症指定医療機関若しくは第一一種感染症指定医療機関
@に入院し、又はその保護者に対し患者を入院させるべきことを勧告する

ことができる。・・
2項　都道府県知事は、前項による勧告を受けた者が従わないときは、十

拘
束
的
一

感染症予防法

@　20条

　1一］以内の期間を定めて当該患者を入院させることができる。
S項　都道府県知事は、前…三項に係る入院患者について、入院を継続する

@必要があると認めるときは、廿日以内の期間を定めて、入院の期間を
@延長することができる。これを更に延長しようとするときも同様とす

■
治
療
の

　る。

T項　都道府県知事は、第”一一項の勧告又は前項の入院期間を延長しようと
ｷるときは、あらかじめ（保健所に置かれた感染症の診査に係る）協議

制
会の意見を聴かなければならない。

限
●　　　■　　　・

第17ポから21宋までの　定により之‘施されるET置（※建『診断、就猛
ｧ限、入院、移送）は、感染症を公衆にまん延させるおそれ、感染症に

感染症予防法

@22条の2
かかった場合の病状の程度その他の事情に照らして・感染症の発生を予
hし、又はそのまん延を防止するため必要な最小限度のものでなければな

らない。

…精1科丙院の管理者は，入院mの一］’につき、その医’又は保護に欠く

ことのできない限度において、その行動について必要な制限を行うこと

ができる。

精神保健福祉法

@　36条

　精神科病院の管理者は，前項の規定にかかわらず、信書の発受の制’限，都道府壁手妻その他の行政機関の職員との面会の制限、その他の行動

ﾌ制限であって、厚d－i労働大臣があらかじめ社会保障審議会の意見を聴
いて定める行動の制限については、これをおこなうことができない。
・患者の隔離その他の行動の制限は，指定医が必要と認める場合

でなければ行うことができない。



－
出

法条 主体・対象 内容 論点

指定介護療養型医療施設
ﾌ人員、設備及び運営に
@　　関する基準
@　　　14条
i介護保険法110条に基づ

@　　　　く

指定介護療養型

@医療施設

4項　　旨定ヲ護、『昼型医療他，没は，当該入院患者又は他の入院思者等の生

@命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束そ
@の他入院患者の行動を制限する行為を行ってはならない。
T項　前項の身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の
@人院患者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由を記録しなければな

@らない。

⊥口制廃1二剖出hf了】f（1998年）が契　一となる。

@「指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関
ｷる基準」128条（指定短期人所生芋、号介誕）．146条（指定短

咩�蒲ﾃ養介護）等にも同様の規定あり。

平成11．3．31厚生省令41）

都道府』1，む，呆建所を設置　るlf及び特別区は、第6沢の9に鈍足　る〔］置 都道府県の医更，i安一1玉文叢センターでの呂1情受付が…分幾

を講ずるため、次に掲げる事拐を実施する施設（以下、　「医療安全支援セ 能していない状況が見受けられ一る。

ンター」という）を設けるよう努めなければならない。
@　　患一音叉はその家族からの寺、Li核都道府り，t等の区域内に所在する病

・都道府県庭師会の相談機能にも限界がある。
@苦情の「たらい回し」によってさらに苦情が増幅される

“
医療法6条の11 院，診療所。助産所における医療に関する苦情に対応し、又は相 ことも。

古 、淡に応ずるとともに、t－Lコ該患者若しくはその家族又は当該病院、 ・集約的な苦情受付窓1■1を望む声は多い．
情
の

診療所若しくは助産所の管理者に対し、必要に応じ、助‘一孝を行う

申
こと、，

山 （第1項）第四宋若しくは20禾の認定により人院している思召又はその呆 ・感染症治療の際の几遇についての苦情甲立
－ 確者は、当該患者が受けた処遇について，文llト又は口頭により、都道府県 →知事による処理結果の通知義務

感染症予防法 知一ドに対し、1」→1情の申出をすることができる。

24条の2 （第3項）都道府りエセ知事は、呂＝情の中出を受けたときは。これを誠実に処
理し．処理の糸、桂果を呂：情の申出をした者に通知しなければならない。

市町牛・長は、当該市町牛・の区域内に居一li　る間に定　の予防妾1i又は1‘時

の予防接種を受けた者が、疾病にかかり。障害の状態となり，又は死亡し

予防接種法口条
予防接種を受けた

@　　者
た場合に才一3いて，当該疾病、障害又は死亡が当該予防接極を受けたことに
謔驍烽ﾌであると埠生労働大臣が認定したときは、次条および第13条に
定めるところにより，織付を行う。

5虫立行一法大医駅II］～］［袈蔓，1幾器総目幾再　（以下　　＾一｝」　という。）は、医

薬品の副作用又は生物由来製品を介した感染等による健康被害の迅速な救
済を図り，並びに医薬品等の［「1∴質、有効性及び安全性の向1二に資する審査

損
等の業務を行い、もって国民保健の向、一ヒに資することを目的とする。

害 副作川・頻給・は，次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各号に
の 定める者に対して行う亡）のとし、副作川救済給付を受けようとする者の請

一
補
償

医薬品医療機器総合機構

@　　　法3条
@　　　16条

副作用救済給付を
�ｯようとする者

）艮1こ』毒づき。　牛幾幸簿力蒐支系「1を才文定1一る。

@　　医療費及び医療“P！i　医薬1［l11の副作川による疾病について政令で定

@　める程度の医療を受ける者
@　　障害年金　医薬Ilrl］］の副作∫11により政令で定める程度の障害の状態に
ある一1’八歳以しの者
障！、1；1児養育年金　医薬A1、の副作川により政令で定める程度の障害の

状態にある一卜八歳未満の者を養育する者
四　遺族年金又は遺族一一時金　医薬［「1し1］の副作lllにより死亡した者の政令

で定める遺族
瓦　葬祭料　医薬品の副作川により死亡した者の葬祭を行う者
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法条 主体・対象 内容 論点

疾
病
に
感染症予防法4条 国民

国民は、短木症に対　る正　い　識ご、’ち、その予防に必要な注、をムう
謔､努めるとともに、感染症の患者等の人権が損なわれることがないよう
ﾉしなければならない。

・魁　一症慰留の人一　。　→　国民一又の一エ

　よ

｢る →研究機関、研究者や医療機関を対象とした指針以外に

こ差 ※遺伝子情報による差別的な取扱いの禁止 国民…般を対象とした規制の必要性はないか。

と別 （就職、保険加入・・・） 二医療、研究以外の社会・般における「患者」の保

を ※ 護

受
け
一

→遺伝子情報の利川とどう両立させるか。

な 近親者の「知る権利」との調整

一
利
b
益
の
相
保
反
護
か

※
※臨床研究等において，患者、被験者を製薬企業などスポンサーの利益
ﾆの衝突から保護するため、研究実施者に情報開示を課す．

医甚，一は、国民ヨらの一・康呆．’のための努　を一郭として、医一を更ける百

医療法1条の2

@第2項
　　国民
纓ﾃを受ける者

の意向を十分に尊重し、　…　　医療提供施設の機能に応じ、効率的に、
ｩつ福祉サービスとの有機的な連携を図りつつ捉供されなければならな
い。

健一

N
保

健康増進法2条 国民

国民は、　㌻厭な生活輩貫の1｛要一．に対　る関心と理早を深め、生涯にわ

ｽって，自らの健康状態を自覚するとともに、健康の増進に努めなければ

ﾈらない。

持 国民は、1郵』症に対　る正しい一旧識を、’ち、その予防に必要な注意をムう

の 感染症予防法4条 国民 よう努めるとともに、感染症の患者等の人権が損なわれることがないよう

努 にしなけれ一ばならない。

カ 国民は1』」ら要ヲ言一献、態となることを予防　るため、加11に　’って生｝る心
と 身の変化を自覚して常に健康の保持増進に努めるとともに、要介誰状態と

自
覚
介護保険法4条1項 国民 なった場合においても、進んでリハビリテーションその他の適切な保健医

ﾃサービス及び福祉サービスを利川することにより、その有する能力の維
持向ヒに努めるものとする。

国民は、自助と’Li帯の肖1に一一一≡つき、1一！ら加’f］に坐って生“る心　の変化

高齢者医療確保法 を自覚して常に健康の保持増進に努めるとともに、高齢者の医療に要する
2条1項 費用を公平に負担するものとする。
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I
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し
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法条 主体・対象 内容 論点
1項　堂王者は、特約がなけれは、K壬『rに対して吏酬を請求一ることが 診1一契約は準委壬契約と早釈され、民法の変一モに関す

診 できない。 る規定が梁川。　　　（民法656条）

療 民法648条 委任者 2項　受1一下二者は、報酬を受ける場合には，委任事務を履行した後でなけれ

料 ば，これを請求することができない。

金 ・呆険医｛，唯関又は呆険一局から　一；4の給・を受ける百は、その綿・
の
支
払
一

健康保険法74条1項
療養の給付を受け
@　　る者

を受ける際、　　　一一部負担金として、当山i亥保険医療機関又は保険薬局

ﾉ支4ムわなければならない．

聯一石が精　IIl，蒐書一rの医，一及ひ聯一’のために一支出一る、用は．当該精　1 呆話者に対　る、患者又は‘1’一　者の文払疑
い 精神保健福祉法42条 障害者又はその扶養義務者が負担する。

に医

]師
､の
ｱ指
精神保健福祉法22条 保護者

2項　　呆、1一『ifは、精　弔’，〔1！∫者σ）診断が1ピしくイfわれるよう医師に　オガ　　な

@　ければならない。
R項　保穫者は、精神障1il＝者に医療を受けさせるに当たっては，医師の

@指示に従わなければならない。

・思者’人ではなく保獲者の孤

と示

国民は、共同’［｛帯の理，徐に』づき、ヲ穫呆険1ド∈に要　る費用を公平に ・1一1il民としての『r’用t担
費
用
介護保険法4条2項 国民 負担するものとする。

の 国民は、［一1助と直帯の精　1にl！づき、1－1ら加齢に伴って生，る心身の変化

一
負
担

高齢者医療確保法

@　2条1項
国民 を自覚して常に健康の保持増進に努めるとともに、高齢者の医療に要する

�pを公平に負担するものとする．

呆険医一幾関は、患』」一が次の各号の”一に譲当　る湯口には、遅滞なく、意 通証1を受けた一’エ‘呆険脈　所、呆険＝一はどのような義務

見を附して、その旨を管轄地方社会保険事猫局長又は当該健康保険組合に があるか、または、保険医療機関のためにどのような’1二

不 通気1しなけれ一ばならない。 ができるか。

良 家庭事情等のため、退院が困難であると認められたとき 『→ ﾁに規定はなし。裁1，1により、退院勧告や第』三者行為

行
療養担当規則 闘争、泥酔又は著しい不行跡によって事故を起こしたと認められる による求償をおこなうことはある。

為
10条 とき

等 一　IE当な事由がなくて、療養に関する指揮に従わないとき
四　詐欺その他不IEな行為により療養の給付を受け、又は受けようとし
たとき



「医療の基本法」に関する各案の比較
※本妻は各案の特徴を比較するために作成したもので全文を正確に網羅するものではない

－
一
＃
－

日本医師会
u医療基本法（第一草案）」

厚生省（当時）

@「医療基本法案要綱」
社会・公明・民社各党
@「医療保障基本法案」
i第71国会　参法22号

ハンセン病検証会議報告書 民主党
u安心・納得・安全法案」
i第164国会　　衆法18号

（昭和43年） （昭和47年） 昭和48年） （平成21年） 平成18年）

（政策σ）目標）

謔P条
@医療に関する国の政策の
窒剣Wは，医療が国民の生命
ﾆ健康の基礎であるという
d要な使命に鑑み，医学の
ｭ展並びにそれに即応する

第1　医療に関する政策の
ﾚ標
纓ﾃに関する政策の目標
ﾍ，医療が国民の生命と健
Nの基盤であることに鑑
ﾝ，医療に関する学問及び
Z術の進歩発展並びにそれ

（目的）

諱E・一条　　この法律は、日

{国憲法第二十五条の精
_に基づき、すべての国
ｯの生命と健康を守るた
ﾟ、医療保障に関する施
�ﾌ指針及び国、地方公

1・1医療の理念
纓ﾃは、生命の尊重と個人
ﾌ尊厳を旨とし、患者と医
ﾃ従事者との相互理解と信
滑ﾖ係に基づいて行われ
驕B

第三条

@医療は、医療を受ける者
ﾌ人格と権利利益が尊重さ
黶A　医療を受ける者と医療
]事者との信頼関係の一ドに
纓ﾃを受ける者の理解と自
ﾈ決定に基づいて行われる

医療σ）基本理念
医師の養成，医療施設の整
�E運用σ）ための施策を強
ｩに推進すると共に，医師
ﾐ）自由性・独立性を尊重

に即応する医療関イ系者σ）養

ｬ確保，医療施設の整備等
ﾉ必要な施策を講ずること
ﾉより，わが国における医

共団体等の責務を明らか
ﾉするとともに、その施
�ﾌ基本となる事項を定
ﾟ、　もって国民の福祉の

レ2患者と医療従事者の関
W患者と医療従事者の関係

ﾍ、医療従事者が患者の要

こ　と　を基本とする　と　と　も

ﾉ、それが提供されるに当
ｽっては、安全で、かっ、
ｻの時点における医療σ）水

し、その社会的経済的地位 療が常に国民福祉の向上の 確保に資することを目的 望を聴取したうえで、患者 準及び医学に関する専門的

を保障し，国民医療の水準 要請に答えることができる とする。 に診療の内容等に関する傭 科学的知見に照ら　して適切］

医療政策

@　の原則

の向一一トを言トることにある晃）

ﾌとする．

ことを目途として，医療の
°y向一ヒを図ることにある （医療の範囲）

報を説明し、患者がその内
eを十分に理解したことを

なものとなるよう最大限σ）

z慮がなされなければなら
ヰ）のとする， 第11条　　医療は、健康の 前提に、患者と医療従事者 ない。

（基本原則） 保持増進、疾病の予防、 が協力しながら疾病σ）克服

第2条
纓ﾃは、　医学が社会的に

第2　医療に関する政策σ）

軏{方針

治療　（助産を含む。　以下

ｯじ。〉及びリハビリテ

を目手旨すもσ）である。 第四条

@医療に関する情報は、医

適用されるあらゆる分野を （包括医療・最新医療σ）原 一ション（後保護を含む。 レ3　医療内容の質、安全性
療を受ける者σ）月疑角早と　自　巳上

包括する（医療σ）包括性）． 則） 以下同じ。）　のすべてに などの確保医療は、社会的 決定に資するよう、　適切に

②　医療は，健康σ）生産 1　医療は，健康の増進， わたるものでなければな な行為であり、その内容は、 提供されるものとする。

であり，それへの支出は保 疾病σ）予防，治療及びリハ らない、 単に治療のみならず、健康

健投資として把えられなけ ビリテーションを含み、か の増進、疾病の予防のため 2　　医療を受ける者び）診療

ればならない　（医療σ）生産 つ学問及び技術の最新σ）成 （基本理念） の措置およびリハビリテー に係る情報に一）いては、当

性）． 果を取り入れた苗）のでなけ 第三条　　すべて国民は、 ションを含む良質、安全か 該医療を受ける者の心身に

③　医療は，原則として， ればならない． その生命の尊厳と心身と つ適切なものでなければな 関するものであることを踏

地域社会を揚として行なわ もに健康な生活を営む権 らない。 まえ、個人の頬厳が重んぜ

れなければならない　（医療 （医療需要即応σ）原則）
禾1」と　カ｛イ呆ヂ寺　さ　オしる　，h　う　、 られるべきとの理念σ）ド

の地域社会性）． 2　医療は，年齢構成、生 生活の不安を伴うことな 1－4最高水準の健康編祉の に、その安全の確保に特に
OD医療は，　医師　と　［妊療を 活環境、産業構造その他の く、ひとしく適切な医療

ゴー’　怖、■A一且

留意しつつ、適正な管理及

受ける者との相互信頼の下 社会経済、諸事憐の変動に伴 を受ける二とが保障され すべての人は、自己及び家
ぴ和」用　が　な　さ　才し　る　と　と　｛一｝

に行なオ）れなけ才しばならな うヲ爽ヲ丙午酢造σ）変イヒ1こ即応　し なければならない，， 族の健康および福祉に十分 1こ、　［ケミ拭畦を受け　る者　と　i塵射（



1

しju
I

医療の基本理念

医療政策
　　の原則

い（医療σ）相一1肩、書頼性）， て供給されなければならな
い，

（医療σ）機会均等の原則）

3すべて国民はひとしく
必要な医療を受ける機会を
与えられなければならな
い．

（人間関係尊重び）原則）
4　1妊瘍匠4ま，　1妊跡｛をマ了オ£う

者と医療を受ける者とσ一〕人

格的な交流を基盤として行
なわれなければならない．

（自一一1一三性尊重σ）原則）

5医療は，国民一一一人一人
σ）白らσ）健康に対する自覚
を基型建とし『C，　t釘民び）健∫斑

の保持増進の努力を容易に
『」一る、kう1こ千ゴなオー）れオ貞‘ナ才し

ばならない．

第4章　医療に関する社会
保障

第1　医療に関rl一る社会保
障の目標
　医療に関する社二会イ呆1瞳
は、すべての1。1こ1民が生活の
イく安なし1こ必、要な「妊デ寮を受

ける機会を確保することを
目キ票と寸『る．

第2医療に関する社会保
障σ）体系

医療に関する社会保障の
体系は，干．1二会保険制度を中

核とし，　これ。に医療に1刻す

る公的扶助その他の公費負
担制度等の諸制度を適切に
組み合わせることに、kって
整備されなければならな
い，

（医療の公共性）

第四条　医療は、人σ）生
命及び健康に直接かかわ
る｛）σ）で渉）ることにカ・ん

がみ、その高度の公共性
が確保されなければなら
ない．

（医療σ）民一ti性）

第五条　医療は国民の生
命の保持及び健康の保持
増進に奉仕する｛）σ）であ
ること1こカ・ノ〕力蒐、アみ、臣ミ甥（

保「唯に関する諸制度は、
国民σ）意思が反映される
、にう上三島ヰ三白勺ξこ運∫目さ才しオに

ければならない。

（医療σ）一一rセ111及び予防

の優先）

第六条　医療は、健康の
保持増進、疾病のr・防、
治療及びリハビリテーシ
ョンが一一連σ）もσ）として

その一一貫性が確保され、
かっ、健康σ）保持増進及
び疾病σ）予防に重，・llミが置

力・れるもσ）でなければな
らない。

（医療σ）地域性）

第ヒ条
　医療は、地域のiII然的、

｛L会的諸条1牛に即応して
供給されなければならな
い］

な生活ノk準をイ呆持し、至1」達

可能な最高水準の身体およ
び精神の健康を享受する権
利を有している，、

1・5医療政策立案などへσ）
参加

すべての人は、医療政策の
・ン1案から医療提供の現場に

至るまで汐）らゆるレベルに
おいて、医療に対し参カ目す
る権利を有寸’る。

1－6疾病障告1に，kる差別σ）
禁止

すべての人は．疾病または
障害を理由として差別され
ない。，

1－7良質、安全、適切な医
療σ）享受

r」一■べてσ）人は1、差別なしに

良質、安全かつ適切な医療
を受ける権利をイfする。

従」罪者」との聞で当言亥十’f報が

共有化されるよう、当該情
報に対する医療を受ける者
σ）適切な1男与に！）き酉己慮さ

れなければならない。
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第3　医療に関する社会保
険制度の企画運営
医療に関する社会保険制
度は，医療に関する政策の
基本方針を尊重し，　国民の
連帯，獣識を基調として給付
および負担の公平を期しう
るよう，企画運営されなけ
ばならない，

第4　医療に関する公費負
担制度σ）企画運営

医療σ）基本理念 医療に関する公費負担制
度は，乳幼児，老齢者，心
身障害児　（者）等及び伝染
性疾病，結核，精神病そσ）
他公共的社会的に対処する

医療政策 ことを適当とする疾病を対
ぴ）原則 象と　し、　医療に関rす’る政策

σ）基本方針を尊重して企画

運営されなければならな
｢．

第5章　関連制度
第1　　編挙止　と　［裏療　と　σ）糸悉合

的推進
妊産婦，乳幼児，老齢者，

心身障害児　（者）等に対す
る編祉σ）施策は，　これらσ）
者1こ虹♪ガーる　1矢ヲ寮σ）施策　と　σ）

緊密な連携0）も　と　に企画運

営されなければならない．
第2　そび）他の関連諸制度

（略）

笛3　関イ系行政機関σ）長に

対する意見陳述　　（略）

［一EI・自治体σ）

@　　しlf務

　（1－1之1σ）責務）

謔R条
@1；一EIは，前条の基本原則に

･り，　第1条のll標を達成
ｷるため，次の各号・に掲げ
骼枕�に／）き，その政策全

第3　国σ）責務
^一司は，　医療に関する基本

Iかつ総合的な施策を策定
ｵ，及びこれを実施しなけ
黷ﾎならない．

（［一1ミ1σ）責務）

謾ｪ条　　1一司は、第一三条σ）

軏{理念に」＆づき　、　第四］

�ｩら前条浪でに定める
ﾆ　こ　ろを施策σ）よ旨針と　し

ﾄ、　医療保障に関する施

1－8医療供給体制、医療保
m1章翫ll度　と　1一噴　・　土也プ∫丘、ダ」卜月f乍

ﾒ）責務

窓yび地方公共団体は、1－
P　なし、し1－6　1こよ見定寸’ζ）各

摧Oに基づき、　良質、　安全

第七条

@国及び地方公共団体
纓ﾃに関する情報σ一）適

ﾁ円滑な提供の促進及
Sかつ適正な医療σ）確
}るために必要な各般
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匡トゼ1治体び）

　　　責務

般に旺1二り必要な施策を総合
的に三障じなければならオ亡
い，

1．医学・医術の研究及
び石汗fI参σ）打長進を計ること．

　2，医学：・医術に関する
情報σ）流通の円滑化・国際
文治こσ）打皇進を言トること．

　3．　医学σ）発展1こ即し
た医学教育の刷新，充実を
計ること．

　4．医師σ）確保及びその
辛一1二会的経済的地位の保障を

計ること．

　5．人口構造σ）変化に対
応する政策を講じること．
　6．人口σ）分布の変化，
社会構造・産業構造σ）変化
などを考慮し，社会生物学
的現実に即した医療0）実現
をi言i・ること．

　7．　健｝棄教’育σ）イ本系白勺士也

域尋人を訓’ること．

　8．地域禎：会を」湯として，

包括医療が有機的に行なわ
れるよう，医療諸施設σ）機
能を再検討し、再編成する
こと．

9．　ま也域社会を場と　して，

包括医療が効果的に行なわ
れるよう，社二会保「喰制度を
1奪糸幅力覚寸一ること．

　10，前号との関連におい
て，社会保障制度を再編成
すること．

　斜，医師並びに医療を受
ける者σ）医療から生じる手負

失を填補するための財政的
措置を言瞠じること．

　12．そσ）他，前各号に掲
げるもσ）σ）にEか，医療σ）水

準の向しに必要な事項を講

　第4　地方公共団体σ）責
務

i也プ∫在｝共1週休は、　国σ）施

策に準じて施策を講ずると
と　ヰ）1こ，　当言亥士也1或σ）医残｛需

要に即応した施策を策定
し，及びこれを実施しなけ
ればならない．

第2章　匡1民医療に関する
基本施策

第1国の基本施策
国は，医療に関する政策
の基本方針に則り，第1章
第1の目標を達成するため、
次に掲げる事項につき，そ
の政策全般にわたり，必要
な施策を総合的に言障じなけ
ればならない，

（研究体制の整備）

　1　医療に関する学問及
び技術の進歩の向上のた
ダ），医療技術の研究開発に
対する助成、研究施設の整
備，研究者の養成・確保等
を図ること．この場合，原
因不明の疾病又は治療方法
の確立していない疾病に関
する研究並びに公舎による
疾病または環境汚染及び生
濡環境因子σ）健康へσ）影響

等に関する研究を推進する
，女う酉己1酋づ一ること，

（［妊療関イ系者σ）養成確保等）

　2　医療関係者の養成・
確保及び資質σ）向上のた
め，　医療関イ系者σ）教育1制度

の充実，生涯教育体制の整
備，養成施設の整備，医療
関係者の処遇σ）改善等を図
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（研究開発の推進）
第1一一一条　 「玉1にt、　．1上り上延

い医療がすべてσ）国民に
供給される」ヒうに、医療
に関する研究及び医療に
関する技術の開発を推進
するために必要な施策を
講じなければならない。

（関連施策σ）推進）

第十二条　国は、国民の
生命の保持及び健康の保
持増進を図るため、環境
の保全、公衆衛生の向上
及び増進、社会福祉施設
の整備、スポーツ施設そ
の他のレクリエーション
施設の整備等の関連施策
を推進しなけ才しばならな
いσ

（財源σ）確保）

第十三条　政府は、第二一三
条の基本理念にかんがみ、
医療保1環に関づ一る施策σ）

遂行に必要な財源を優先
的に確f果しなけ才しばなら

かつ適切な医療を効率的に
提供する体制および医療保
障制度をイ溌イ呆寸’る，共う努ど）

なければならない。

1－9医療へのアクセス等の
確保

国および」也方公共団体は、

すべての人が1・4ないし1－
7の権利を十分行使できる
ように、医療へのアクセス
と唇fσ）碑宜f呆ホ5よび珂1角午を深

めるための教育及ぴ啓発に
努y）なけ才しばならなし・。

船2健康教育を提供する責
務

国・地方公共団体及び医療
従事者は、前項の健康教育
に積極的に関わるととも
に、医学や疾病に「刻す一る知

識のみならず、医療制度や
現在医療が置かれている問
題に’）いて、制二会に対寸’る

教育啓発活動を行わなけれ
ばならない、

8－3国などの責務
匡1および土也方グ、ナ七団f本きま、

患者・家族・遺族の＝苫，：情へ

の対応、患者が受けた被害
に！）いてσ）救済あるいは回
復σ）たダ）に、必要な制度・

規則を定めなければならな
い。

療
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第二十八条
　看護記録の作成等の義務
付け、診療録等の保存期間
の延長その他の診療記録に
関する制度及び調剤録の保
存期間の延長その他の調剤
に｛系る記録に「謝する制度σ）

整備に1刻し必要な事項は、
別に法律で定める。

第三十条
　都道府県は、　i次医療圏
（医療法第一二三十条σ）一一三第二一二

項第“一号に規定する区」或を

いう。）ごとに、次の事務
を実施する施設（以1ぐ「医
チ寮相談支ま疫センター」 とし・

う、，）を設置しなければな
らない。

　一一　患者そσ）他σ）者’から

の当該患者に対し行われノこ
診療その他σ）医療又は第四毛
章σ）規定による診療に関す■
る説明、診療記録σ）隣1示そ

の他の診療に係る情報の提
供についての相談に応じる
こと。

　』二　必要1こ1応じ、前｝ンの

相談をした者又は当該相談
にイ系る医療機関σ）管理者に

対して助言を行うこと、、
　（以一ド略）
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国・自治体の
　　　責務

じること．

（地方公共団体の責務）

第4条地方公共団体は，
国の施策に準じて，施策を
講じる。ヒう努ど）なければな

らない．

　
　
を
制
措
な

　
　
策
法
の
ら

　
　
施
な
一
な

一
の
要
融
ば

等
条
必
金
れ

置
8
め
び
け

措
　
第
　
及
、

）
　
　
た
ヒ
な

ひ
　
　
　

ヨ
　
　
　
　

上
は
る
政
じ

罵
爆
■

（
第
　
実
上
置
い

（年次報告）

第8条
政府は，毎年、国会に、
政府が医療に関して溝じた
施策に関する報告をしなけ
才しばならない．

（基本計画）

第9条
政府は，　　　　医学・医術の研
究及び教育に関する基本計
画（以ドr基本計画」とい
う．）を策定しなければな
らない．

②基本計画は、次の各
号に掲げる事項について大
綱を定y）るもσ）とする．

　1．研究の育成及び教育
の充実に関する長期的計画
　2．政府としてσ）目標を
設定して、推進すべき研究
・教育の促進に関する長期
的計画
　3．そσ）他医学・医術に
関する施策を総合的一［1．’）計

画的に講じるために必要な
’ド填

るとともに，医療需要の変
化並びに学問及び技術の進
歩に即応するように医療関
係者の資格及びその役割を
定めること．

（医療施設及び医療情報処
理体制の体系的整備）

　3医療需要の変化並び
に学問及び技術の進歩に即
応するように医療施設の種
類及び機能を定めるととも
に，医療施設が相互に機能
上有機的連けいを保つよう
に，医療施設の整備，公的
医療施設の機能づけ，病院
の病床及び検査設備の開
放，共同利用施設の導入等
を推進すること．二の場合，

医療施設体系の中核として
の役割を果すための国立医
療施設の整備に留意するこ
と．

　4がんその他の成人病
に対する医療，小児医療，

救急医療等を行なう専門医
療施設の整備及びこれらの
医療に関する専門技
術者σ）養成等をイ足進ずるこ
と，

　5医療に関する情報処
理体制を整備するため，情
報処理に関する研究開発の
促進，情報処理施設の整備
等を図ること．

（健康管理体制の整備）
　6健康教育σ）充実、衛
生思想の普及を図ること．
　7健康管理体制強化の
ため，国民の健康状態に即
した健康の保持増進に関す

ない。

（健康管理の措置）

第十四条　国は、すべて
の国民に対して健康管理
の措置が実施されるよう
必要な施策を講じなけれ
ばならない。

2　前項の健康管理の措
置とは、健康の保持増進、
疾病の予防、疾病、障害
等の早期発見及び早期治
療等のために、地方公共
団体がその住民に対して
実施する次に掲げる措置
をいう。

一　定期に又は必要に応
じて行なわれる健康診査
二　健康指導及ぴ栄養指
導

三　健康相談
四　予防接種（予防注射
を含む。〉

五　健康に関する知識の
普及

3　健康管理の措置は、
健康管理委員会σ）策定す
る　土也域健康省二理言十画に基

づき、保健所及び健康管
理医の有機的連携の下に
実施されるものとする。

4　健康管理の措趾に要
する費用は、国及び地方
公共団体が負担する能）の
とする。

（健康管理医制度）

第一卜五条　国は、健康管
理の措置の実施を担当す
る健康管理医σ）制度σ）創

設について必要な施策を
講じなけ才しばならなし、。

第ミート四条

　国は、医療技術の普及及
び医療の質の向上等に資す
るため、医療技術に関する
情報の収集、評価、整理及
び提供等が行われるための
基盤の整備、医療技術に関
する評価の方法の研究開発
の推進、医療技術に関する
評価に係る成果を普及させ
るための環境の整備その他
医療技術に関する評価及び
それに係る成果の活用の促
進に関し必要な施策を講ず
るものとする。
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③政府は，第1項の規定
により基本計1面を策定しよ
うとするときは，1翅民［展療

審議会の議を経なければな
らない．なお，政府は，前
項に掲げる事項σ）うち基本
的な」拝項については，澄）ら

かじめH本1碁師会ヴ）意見を
徴する生一〕σ）とす’る．

④政府は，医学・医術の
研究・教育の進展の状況，
政府が言辞じた施策σ）効果な

どを勘案して，毎年，基本
計画に検討を加え，必要が
あると認めるときは，これ
を修一ILiしなけれ1。fならな
い．二σ）場合においては，
前項の規定を準用する．

⑤政府は，第1項の規定
により基本計画を定め，又
にt，　rilfユ’貞σ）鳥毛定1こ」ユこり」舌本

、汁画を修一iEしたときは，そ
σ）要旨を公表しなけ止しぱな
らない．

　⑥　政府1一一よ，基本計画に

定める’ド項については，こ
才しに貝1』して施策を講じ元仁け

ればならない，

（研究・教育σ）環境の整備）

第10条
1－EIは，医学甲医術σ）発註せ

に即1，己｛し，研究・教育に必

要な施設，設備及び補助機
能の充実そσ）他研究・教育
の環境の整備σ）ため必要な
施策を講じるもσ）と寸’る．

（研究の効率的推進）
第11条
1、司は，医学・医術相互「ll］

及び医学・医術と関連諸料

る指導体制の確立，性，年
齢，地域及び職域の特性等
に応じた健康言今断基準σ）

策定，健康増進施設の整備
無事を隊1ること．

（リハビリテーーション体制
σ）望修獅蒔）

　8　リハビリテーシ三1ン
体制強化のため，専門技術
者の養成確保，リハビリテ
ーション施設σ）体系的整備
毎年を1割ること，

（へき士也等ヴ）医療確イ呆）

　9へき」也における医療
及び休日夜間等における医
療を確保するため，医療機
関の整備，医療機関相互の
連けい体制の強化、機動力
及び通信施設の効果的活用
等を図る二と．

（医薬品及び医療用具σ）安
全性σ）確保等）

　10医薬品及び医療用具
の安全性の確保及ぴ品質向
ヒを図るたど），研究開発σ）
打皇進，　雪乞毛見イ本告1」‘り雪虫fヒ，　［蛋

Il惨，　薬弓赴σ）進歩1こ応てじた医

薬品及び医療用具の再評価
等を行なうこと．

　11医薬品産業等の育成
及び流通過程合理化の促進
を図ること．

　（医薬分業σ）推進）

　12　医薬関イ系者σ）密接な

連けし・σ）もと1こ，医薬分業

の基盤の整備等を［刈り，医
薬ラ｝】業を撞i進弓一る二と．

2　健康管理医は、診療
所において医療を担当す
る医師及び歯科医師のう
ちから委q属司一る｛）σ）とし、

イーL民の健康管理を担当す
るもσ）とする。

3　国は、健康管理医た
る医師及び歯科医師の養
成及び研修について必要
な措二置を講じなけ才Ll＝fな
らない。

4～6（略）
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（公費負担医療σ）理念）

第十し条　国は、第三条
の基本理念にか〆）がみ、
医療のすべてを公費負担
によって給付することを
目途として、公費負担に
，辷る医療σ）給付σ）範囲σ）

拡充及び医療に関する社
会保険制度の改革σ）ため
必1異な施策を言岸じなけれ
ばならない、，

（公費負担医療の拡充）

第十八条　公費負担によ
る医亨寮σ）給イ寸は、第卜［几1

条に定める健康管理の措
置及び現にそσ）全部が公
費負担により給付されて
いる医療σ）ほか、次σ）各
号・σ）医療まで拡充される
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学，諸技術との有機的連携
を配慮しつつ，研究者，教
育の交流の円滑化，共同研
究・教育の推進，研究・教
育に必要な施設及び設備の
共同利用促進その他研究・
教育の効率的推進に必要な
施策を講じるものとする．

（研究・教育の経費）

第12条

国は，研究・教育の適切
な遂行を計るため，研究・
教育に要寸’る経費が効率的

に使用されるように必要な
施策を講じるものとする．

（研究成果σ）発表）

第13条

国は，医学・医術に関す
る研究σ）成果σ）発表が医療
σ）発展に寄与・することσ）重

要性に鑑み，発表の助成そ
σ）イ也必要な施策を講じるも
σ）と寸一る．

（研究成果の利用）

第14条

国は、研究の成果の利用
を計るため、その普及に必
要な施策を講じるもσ）とす
る，

（十育報温i通σ）卜11汁†イヒ）

第15条

国は、医学・医術に関す
る情報σ）流通ヴ）Fq滑化を計

るため，その流通に関する
体制σ）整備、医学・医術に
関する情報の処理方式の高
度化等に必要な施策を講じ
るもσ）とづ一る．

　（医療過誤の防止等〉

　13医療過誤の防止及び
医事紛争の適正な処理等を
図ること

　（国際間の医療協力）

　14国際間の医療協力及
び情報交換の推進を図るた
め，医療関係者の海外派遣
，海外からの研修生の受け
入れ等を推進する
こと．

　（そσ）他の事項）

　15　前各号に掲げるもの
のほか，医療の酋及向上に
必要な事項．

第2地方公共団体の施策
土也二極｛ZΣ」無目イ本ホよ，　第11こ

掲げる事項のうち，当咳
地方公共団体に該当する
ものについて生活環境、
産業手簿造等士也域σ）q寺一h生を

考慮しつつ国の施策に準
じた施策を講ずるものと
する．

第3章　国民医療基本計
画及び国民医療審議会等
　（略）

第6章　医療関係者の緊
急確保（附則）

国は、次に掲げる医療関
係者を緊急に確保するため
，昭和年度を初年度とす
る5箇年言十画を策定し，　こ

れに基づぎ，養成の強化充
実、給与処遇の改善導に関
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（医療保険制度の改革）

第十九条　医療に関する
社会保険制度は、次の各
号の方針に従って改革さ
れるものとする。

…　医療に要する費用の
全額を社会保険制度にお
いて負担するものとし、
一部負担その他一切の金
金蔓的負罫！をf半うことなく

医療の給付が受けられる
ようにすること。ただし、
当面は、医療機関に収容
して医療を行なう場合を
除き、国民健康保険制度
にあっては“一一部負担金の
害II合を十分σ）一一とし、辛皮

用者を対象とする社会保
険制度にあっては家族療
養費の給付割合を十分の
八とすること、，

二　被用者を対象とする
社会保険制度にあっては、
保険料〔共済掛金を含む。
以下同じ。） σ）半斗率を各

種社会イ呆険を通じて「司一
σ）もσ「）とr業るととも1こ、

報酬の額に、kる累進制を
採る《一）σ）とすること。

一三　辛皮用者を対象と寸一る

社会保険制度における保
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（国際交流σ）推進）

第16条
国は，研究者等の交流，
共同研究，医学・医術に関
する情報の交換等を広く国
際的に推進するため必要な
施策を講じるもヴ）とする．

（［憂て『達教育と［装朗iσ）資オ者）

第17条
匡Bよ，　医学二・［好例サσ）発展

1こ貝［］∫、藩つ’る。虹う1こ，　1矢鴛皇教

育σ）昴1」新を副’ると共1こ，　さ

らに医師免許制度・学位llil』

度など医師の資格に関する
諸制度を改一草するために必
要な施策を講じるもσ）とす
る．

（堕皇師iσ）士也イ、ン1σ）イ呆陶葦（窄）

第18条
匡1は，医療σ）主イ本たる医

師の責任の唯大性に鑑み，
その白山性・独立性を尊重
し，　且．つ，　それに相応しい

社会的経済的地位を保障す
るために必要な施策を講じ
なければならない，

②国は、医療の公共性
に鑑み，医師が医療活動か
ら蒙った損失については，
これを保障するために必要
な施策を言砕じるもσ）とす
る，

（医療施設σ）再編成）

第19条
匡11ま、　1ケミ療σ）包4孟十生、　士也

i或社二会・性び）∫京貝1」1こ㌔7二月却し，

医療が有機的にその機能を
発揮しうる、眞う医療施設を

『ザるキ昔1避を言簿一ずる｛一）σ）とす

　
　
一
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自
　
　
　
　
　

田

　
所
医
師
婦
下

　
自
科
剤
護
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医
歯
薬
看
（

る
1
2
3
4
5

険料σ）負担害II合は、被保

険者（共済組合σ）組合員
を含む。）が十分の』三、
使月1者がト分σ）七とし、
小規模事業の使用者の負
担についてはその七分び）
二を国庫において負担す
るもσ）とすること廿

四　国庫負担の大幅な増
額を行なうもσ）とし、政
府の管掌する健康保険事
業の執行に要する費用に
ついては、当面、そσ）百
分の二十を国庫において
負担するもσ）とすること。

一飯　保険診療の内容につ
いての不当な制限は行な
わないも0）とすること。

六　社会保険制度におけ
る診療報酬については、
医師、爾科医師、薬剤師、
看護婦、理学療法．i一1、作

業療法士その他の各種医
療担当者のそれぞれの行
為に対応して技術料を中
心とする体系に改めると
ともに、人件費、物価そ
σ）他の経済事情の変動に
1応じ『C適切」な改定がなさ
れるものとすること。
七　社会保険制度におけ
る診療報酬σ）請求に｛）い

て、監査方法を適切なも
σ）とすること。

八　社会保険制度におけ
る医療を担当する医療機
関は、公費負担に，二る医
療の給付の場合を除き、
社会保険制度による医療
の給付以外の医療を行な
うことができないものと
すること。
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再編成するために必要な施
策を講じな1すればならな
い．

（病院の機能）

第20条
病院は入院患者に対する
医療を行なうこととし，国
は，病院がその機能を発揮
するに必要な施策を講じる
ものとすろ．

（開放型病院の導入）

第21条
国は，医療の…貫性を確
保するために必要な開放型
病院の導入を助成するため
に必要な方位策を講じるもσ）

とする、

（専門病院制度0）確立）

第22条
国にL，　医瘍｛σ）場としてσ）

地域社会σ）特牲を考慮しな
がら，各地域社会に専門病
院を設置するために必要な
施策を講じるもσ）とする，
（公的医療施設σ）再編成）

篤23条
国は，第19条一第22条に
定めるところに即して公的
医療施設を再編成するたy）
に必要な施策を、溝じるもの
とする，

第5一章　医療保険

（医療保険再編成の基本方
針）

第24条
匡1にL，　匝ミ療σ）土也域社二会ゲセ，

生産性に鑑み，医療保険制
度を地域辛一L会における保健
投資とし・う観、乾力・ら1琴編ナ此
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するために必要な施策を、講
じなければならない．

（医療保険諸制度σ）統合）

第25条

国は、既存の企業単位の
医ヲ寮イ呆「喚制度を士也i或社会　1巨

位の医療保険制度（国民健
康保険制度）へ吸収，統合
するために必要な施策を溝
じるもヴ）とする．
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う
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（医療ヘヴ）拘束σ）排除）

第27条
匡1は、医療σ）相一’一11／1一㌻頼性

に鑑み，医療イ呆「倹に。にる医

療へσ）不当な拘束を排r埼ミ
し，　且／），　［展自r巨σ）幸艮酬を適

一ll三に評イ［IIiしうるようにする

ために必要な施策を1碑じる
もσ）とする，

（産業保健制度σ）確立〉

策28条
1域は，　1渚産業の蝦声殊一r生と

関連する医療に関しては，
土也域f呆1‘灸と　にヒ顕H固1こr聖業イ呆

健IIi［」度を確立するために必
要な施策をE；岸じるもσ）とづ重

る．

（老令健康保険制度）
第29条

ならない，，

2　国は、前項の施策の
ほか、小児専門病院、老
人専門病院、がん専門病
院その他ぴ）特に専門的医
療を担当する病「塊が適切
1こ酉己1置さ才しるよう必・要元＃

施策を講じなければなら
ない。

3　前”一二項σ）施策の実施
1よ、 二i一三として丘＞共「垣療機

関（国若しくは地方公共
団体又は日本赤十字社、
社会隔祉法人そσ）他公益
を目的とする法人が設置
する病院及び診療所をい
う，、　以ド「司じ口）　σ）新1没

又1ま塩些心窩お去充1こ，一1二／）て「そ1一

オ£オ〕れるもσ）とづ一るe

（士也｝或基阜全ヲ丙［玉光）

第二十一一二条　医療機関の

体系的整備は、おおむね
人口二一1万を単位とする
地域ごとに、その地域に
おける病院、診療所及び
イ呆健f野σ）イ］一ヰ幾日勺連〔携‘ノ）　ド

に　そ　σ）土也土或1こ才」け　る　［妊ヲ寮

が行なわれるようにする
生一〕σ）とし、そび）中幸区とな

る［医療機関として土也i或基

1除病院が1設けられるもヴ）
とする。　　　2～3（略）

（無q垣士也レくタ寸策）

第一二■卜三条　国及び地方

公共団体は、無医地区に
関し、そσ）f－1i民が適切な

医療を受けることができ
るようにするため、診療
所の設置及び整備、医師
の派遣、保健所の支所の
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国は，人口老令化対策σ）
・一 ﾂとして，政府管掌の老
令健康保険制度を確立する
ために必要な施策を講じる
吏）σ）とする．

（社会保障制度の再編成）

第30条
国は、医療保険制度の再
編成に伴い，それに関連す
る社会保障諸制度を再編成
するために必要な施策を講
じる《）のとする．

第6章　医療行政組織
（医療行政組織の整備等1

第31条
国は，本法に定ど）た諸施
策を言毎じるに！）き，行政組

織の整備及び行政運営の改
善に努めなければならな
い，

設置、保健婦の確保その
他無医地区における医療
の確保に必要な施策を講
じなければならない。
2（略）地域基幹病院によ
　る医師の派遣など
3（略）地域基幹病院への
　ヘリコプター等の配置

（救急医療対策）

第二十四条　国及び地方
公共団体は、交通事故そ
の他の緊急の場合におけ
る医療を確保するため、
救急医療体制を確立する
よう必要な施策を講じな
ければならない。　2（略）

3地方公共団体は、必要
な地域ごとに救急センタ
ーを設け、救急医療に関
し、患者、救急車、救急
病院等との連絡調整に当
たらせる晃）のとする．

4（田各）救急センタ一方、ら

　の救急車への指示
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教
れ
と
心
し
が
2

〔公共医療機関等に対す
る国及び地方公共団体σ）
財政一ヒの責任）
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［，1／　自治体σ）

　　責務

第二二十六条　公共医療機
関の行なう医療及び医療
に関する教育研究σ）公共
性及び非採算性にかんが
み、公共医療機関の経営
における独立採算制の原
則は否定されなければな
らないものとし、国及び
地方公共団体は、公共医
療機関の施設の整備及び
運営に要する経費につい
て財政」一二の責イ一五を負うも
0）とづ一る，，

2　医療に「刻する教育イ1汗

究の公共性及び非採算性
にかんがみ、並びに無医
士也区σ）［垣療　、　救急医療そ

の他その医療に関し特別
σ）負イ旦をや揮う医療 （以1ぐ

この項において「無医地
区の医療等」という。）
の特殊性にかんがみ、公
共医療機関以外の教育研
究病院並びに公共医療機
関以外の無医地区の医療
等を担当する病院及び診
療所の施設の整備又は運
営に要する経費について
も、前項と同様とするD

た
・
歩
療
対
種
保
を

　
　
か
　

の
　
雪
進
医
に
各
確
策
、
。

保
　
医
の
こ
大
の
に
施
し

匡
　
、
苛
i
　
一
　
な

耐
　
ま
鉢
び
増
準
分
な
ら

の
　
珈
技
並
の
水
十
要
な

者
　
一
療
化
要
い
が
必
f

当
）
条
医
分
需
高
者
う
れ

担
策
七
び
閉
る
・
当
よ
け

療
施
十
及
専
す
て
担
る
な
勧

医
の
二
学
び
対
し
療
れ
じ
㎝

（
め
第
薬
及
に
応
医
さ
講
2
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国・自治体σ）

　　　責務

（医療担当者に係る制度
の改革）

第二十八条（略〉　各種医
療担当者σ）業務、資格要
件等の再検討
2（略）臨床研修の要件化
3（略）研修を受ける義務
4（略）

（各種医療担当者の養成）

第二＋九条　医師、歯科
医師及び薬剤師並びにそ
の他の各種医療担当者は、
大学の課程において養成
されるものとする。

2～3（略）

　
医
性
て
識
社
的
よ
け

　
種
共
い
短
い
祷
る
な

）
各
公
つ
の
し
経
れ
じ

遇
、
の
こ
度
わ
と
さ
講

処
　
　
ー
ユ

　
ま
務
務
高
さ
保
な
を

の
一
　
　
　
　
　
ミ
　
　
壮

者
国
職
職
る
ふ
確
方
策
い

当
　
の
の
れ
に
の
障
施
な

旦
条
者
そ
さ
能
位
保
な
ら

お療
十
当
に
と
技
地
の
要
な

医
三
担
び
要
び
的
遇
必
ば

（
第
療
並
必
及
会
待
う
れ

（医薬品の製造等に関す
る制度0）改革）

第三十・一条　国は、優良
な医薬品が適正に供給さ
れ、及び使用されること
を確保するため、医薬品
の開発、製造及び流通に
関し、次σ）各号σ）方針叫こ

基づき、その制度の改革
のために必要な施策を講
じなけ才しばならなし、。

”一・ `し　（略）

（医薬分業σ）達成）
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国・自治体σ）

　　責務

第一一一｛十二条　（略）

（医療用薬剤公団σ）設雌）

第三十ニ二三条　国は、薬価

σ）適正化を図るため、訪i
斉irl享「］『薬フ局方1言周斉E」キこイ吏∫材

する医薬品を製造業者又
は輸入販売業者’から独占
的に買い取り、これを調
剤専門薬局及び薬剤備蓄
センターに供給するたヅ）
σ）機1銅として、1婬療用薬
剤公団を設・1ノこする，kう必

要な施策を、講じなけオrしば
ならない、一

療
す
因
．
医
る
係
制
な
ら

医
資
原
て
す
に
の
要
な

、
に
の
し
置
故
め
必
ぱ

は
理
故
と
設
事
た
う
れ

国
処
事
関
を
療
の
よ
け

　
な
療
機
会
医
済
る
な

条
正
医
る
査
、
救
す
じ

四
適
、
す
審
に
の
設
講

十
の
め
定
故
も
書
創
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

．
二
故
た
判
事
と
被
を
策
い

第
事
る
を
療
と
る
度
胸
な

（中央医療委員会等σ）設
置）

第四三十■土〔条　医療保障に

関する国の施策を総合的
かつ，｝1・画的に推進．するた

め、内［一掬総理大臣σ）所轄

の下に、中央医療委員会
を置くものとする。2（略）

3　中央医療委員会に、
けヨL竜イ呆健∫アを1置くもσ）と

する、、　　　4（略）

（1也ノゴ［延療委員会σ♪i没1；忙）

第一ξ一三十六条　（略）



（健康管理委員会の設置
及び保健所の整備）

国・自治体の
@　　責務

第三十七条　　都道府県及
ﾑ保健所を設置する市に、
健康管理委員会を置く吏）
σ）とする。　　2～6（略）

H・ ﾊ的な
ﾓ務

　（医師の責務）

謔T条
@医白市1ま，　［妊療σ）羊目互イ昌栄真

ｫの原則に鑑み、国民医療
ﾌ担い手としての自覚を持
ﾁて、医倫理に則り行動し
ﾈければならない。

第6　医療関係者の責務
@（医の倫理・生涯教育）
纓ﾃ関係者は，医の倫理
�ｱ貝1」って，　医療をマ〒な　う　と

ﾆもに，学問及び技術の進
烽ﾉ即応して常に研さんを
dねる。虹う努めなければな
轤ﾈい．

（医療担当者σ）責務〉

謠¥条　　すべて医療担当
ﾒは、各種医療担当者相
ﾝの立場を尊重しつつ、
緕t又は歯科医師を中心
ﾆして有機的連携の下に
齣ﾌとなって、その任務
�B成する責務を有する。

1－1医療の諸原則に従った

f療提供
纓ﾃ従事者は、医療の諸原
L1」に従った診療を行うよう
wめなければならない。

第五条

@医療機関及び医療従事者
ﾍ、この法律の趣旨にのっ
ﾆ　り、　医療を受ける者σ）イ、ヤ

鰍�m保することに特に留
ﾓしつつ、　白　ら、　医療に関

ｷる情報σ）適切な提供につ
｢て積極的に取り組むとと
烽ﾉ、全力を挙げて安全な硬

寮
［
　
　
ヲ 第7　医薬品または医療用

1妊療を筈f　う　，k　う　与｝8）な号すれ

提 具の製造業者等の責務 ばならない。

供 （製造業者等の責務）

者 医薬品または医療用具の
ヴ） 製造業者または販売業者
1二 は，優良か〆）安全な医薬品
務 又は医療用具を開発し，　供

給するように努めなければ
ならない．

第二十八条（再掲） 8－2

2　　　　1匠白市　力く医療　を　11旦　’与　寸一 ②医療従事者は、医療被
るについては、その担当 害の再発防止措置の実施に
する診療科目につき相当 努めなければならない。
期間の臨床研修を経てい
ることが要件と　されるも

研修・研鑚
のとする。，

σ）義務 3　　各種医療担当者は、
医学、薬学及び医療技術
の進歩等の状況の変化に
対応するため、その資格
取得後においても、定期
的に研修を受ける竣務を
負う患一｝σ）とする。

3－3医療従事者の診断内容 第八条
などの説明 医療機関は、医療を受け

一
＃
o
o
－
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医
療
提
供
者
の
責
務

情報提・供、

説明の義務

1髪療従事者が患者を診察し
たときは、病名を含めた診
断内容を告げ、当該疾病の
内容、今後σ）推移、および
これに対する検査・治療σ）
内容や方法などについて、
患者が理解できるように易
しく言兇明しなければならな
いロ

1－3患者’0）1司，敬と堕互療で達』餌

者σ）裁一1∫t

医療従事者σ）適切な説明に

基づき患者が同意した場
合、医療従事者は同意を得
た範囲内で医療水準にした
がった合理的な判断に基づ
き、適切な診療を実施する
ことができる。

1－4連杉与医プ寮施設と患者†吉

報σ）相互利用

診療の必要上、同一一一患者を

複数の医療施設が連携して
診療する場合、各施設σ）医
療従事者は患
者の同意を得た」二で必要な
情報を村」互に共通に利用す
ることができる。この場合
に各医療施設の医療従事者
は正当な事由なくこれを関
係者以外に漏らしてはなら
ない。

る者の自己決定に資するた
め、適切な方法により、で
きる限り広く、その提供す
る医療の内容に関する情
報、その有する人員、施設
及び設備に関する情報その
他の当該医療機関に関する
憎報を提供する，支う努めな
ければならない。

第十四条
　医師三又は歯科医師に一t、　診
療1こ際し、　ノ怠者」　（ノ怠者がそ

の説明を理解することが困
難な状態にあるときは、患
者の家族その他患者を看，i蔓
する者（以下「家族算」　と
いう、〉。第三項及び笛十・
七条第”一項において∫同じ。）

に対し、当該患者σ）心身σ）
状学兄に応じ！）っ、適切な方

法により、当該診療に関す
る次に掲げる事項につい
て、十分に納得が得られる
ような言克明を　ゴうものとす
る。

　一　傷病名（そσ）疑いが
あると診断されたものを含
む。）及びIi三要症状

　二　行おうとする治療又
は検査の日的、方法及び予
測される効果等（当r凄治療
又は検査が患者σ）心身に対
して負担又は危険を伴うお
それがあるものである場合
にはその内容及び程度を、
当該治療又は検査に代わり
得る他σ）治療又は検査の方
法がある場・合にはその方法
及びそれによることとした
ときσ）予測される効果等の
相違を．当該治療又は検査
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σ）内容1こ薬斉1」σ）投与・力蒐含ま

れる場合にはその薬剤の名
称、効能、効果、特に注意
すべき副作用等を、それぞ
れ含むヰ）σ）とする。）

三　　行おう　とする？台療又

は検査を拒否できること
（当該治療を行わないこと

情報提供、

燒ｾの義務

としたときに予測される当
Y患者の心身の状況を含
ﾞ。〉。

四　　自己において必要な
診療を行うことが困難で泣）
る場合その他必要な診療を
他の医師又は歯科医師に行
わせることが適当である揚
合には、その旨、その理Ll－1

及び他の医師又は歯科医師
に関する憶報、他の医療機
関に関する情報その他の当
該患者が当該必要な診療を
受けるために必要な事項
五　　その他診療に関する
重要な｛ド項

2　　医師又は歯科医師は、

前項の規定にかかわらず、
次の各号のいずれかに該当
する場合においては、同項
各号に掲げる事項の全部又
は…部について、同項の説
明を行わないことができ
る。

…～ l　　（略）

3（略）説明文書の交付

第二十九条　　医療機関及び
医療従事者は、その提供す
る医療又はその医療に関す
る情報σ）提供に対する患者
その他の者からσ）相談につ
いて、適切か｛）迅速な対応

患者からび）
に努めなければならない，，



1
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1

料一1談へσ） 2　医療機関は、患者そ’σ）

対応 他の者からの相談に適切か
つ迅速に対応することがで
きるようにするため、1｛一1談

に応じるための窓1－1を設置
する等σ）必要な措［置をll岸ず
る　よ　う　多多8）な　けオしはfズ貢　ら　オ£

い〔、

第二1・六条

医療機関は、患者に係る
医療に要した費用につき支

領収書σ） 払が行われるに際し、厚生

交付 労働省令で定めるところに
よ　　り　、　　当　β亥患者そ　σ）イ也び）　1一⊥1

該費用σ）支払をする者に対
し、その費用σ）内容σ一）内訳

が分かる領収井を交付する
能一）σ）とす一る、、　　　　　2　（田各）

（［一11民の責務） 第5　国民の責務 5－1健康σ）増進 第六条

国民は，進んで健康に関 すべての人は、自らの健康 医療を受ける者一は、　医療

第6条 r業る正　しい知識を身にっ 状態を自覚し、　健康σ）増進 がその理解と自己決定に基

国民は，医療に関する知 け，自らσ）健康の保持増 に努めなければならない。 づいて行わ才しるべきもσ）で

識を備える、Lうに努ソ）ると 進に努めなければならな ある　こ　と　を　自覚　して、　［妊残‘

共に，　ま也域社会び）　・員と　し い， 5・2患者・家族σ）協力 従」菩者に協力　し一）つ、　そ才し

患者σ）ずf務 て医療の充実 患者およびその家族は、医 にできる限り主体的に取り
発∫賃1こ協力　しなけ才しにfな　ら 療従事者が良質、安全かつ 糸且む　．k　う　多チ　ど）　る　も　σ）　と　ゴ’

ない， 適切な医療を提一供できるよ るu

うに協力しなければならな
い、一

5－3　病歴についてσ）憎報提

供患者は、　医療を受けるとき

1こは、　医療従事者叫こ対　し、

過去σ）病歴・投薬・人院歴
・家族の病歴・そσ）他現在

σ）健康状態に関係するすべ
ての事項を含む、病歴につ
いての十分な情報を提供す
るように努めなければなら
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ない。

1．患者の尊厳とプライバシ

一1・1患者の尊厳とプライバ

シー

尊厳、プラ

Cバシーの
ﾛ護など

医療従事者は、医療の提供
ﾉ当たり、患者の生命、尊
ｵ及びプライバシーを尊重
しなければならない。

1－2患者の苦痛緩和、除去
患者は、肉体的、精神的、
社会的苦痛を緩和される権

患
者
の

利を有し、医療従事者は、
ﾆ族等と協力して、患者の
ｸ厳を第一として、患者の

権 苦痛の緩和・除去に努めな
利 ければならない。

2．自己決定権

2－1患者の自己決定権
医療の提供に当たっては、
患者の自由な意思に基づく
同意が不可欠であり、この
同意を欠く医療σ）提供は原
則として許されない．

自己決定と 2－2　本人の同，意によらない

説明を受け 医療、措置

る権利 本人の同意によらない医療
および措置は、緊急その他
やむを得ない理由がある場
合に限り、かつ、適正手続
に則って行われなければな
らない。

2－3十分な情報を受けたう
えでの決定
患者は、提供される医療に
対し、　“卜分な情報提f共と分

かりやすい説明を受け、　自
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患
者
の
権
利

自己決・定一と

説明を受け
る権利

的な1愚，E忍σ）もと1こ、「司1ほ、

あるいは不同意の自己決定
を行うことができる。

2－4f台’寮にタ寸寸’る「げし意と打三

否

：同断能力σ）ある患者’にt、い

カ・なる診1析■ヒσ）手紡置きない

し治療に対しても、同意を
与え、または差し控える権
利を有する口

2－5医療従事者’の十分な説
明

医療従串二者は、患者の自己
決定に資するよう、診療内
容お，其び自己決定の吏）たら

す結果について十分かっ適
切な説明を行い、患者の理
角早を　昇る。虹う多チグ〕オ∫｝け才しにf

な自）ない。

2婚医療機関の選択及び変
更

想、者は、医療機関を自由に
選択し、去た変更すること
ができる，、

3．情報の提供

3－1医療情報へのアクセス
すべての人は、ll一］己の生命、

身体、健康などに関わる状
況を一上Eしく理角早し、最善σ）

選択をなしうるたダ）に、必
要なすべての医療情報にア
クセスすることができる。

8・2原因究明等
①患者・家族・遺族は医
療従事者に対して、被店二σ）

原因究明、十分な情報開示
と説明を求める二とができ
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1－3患者の診療個人情報保 第十八条
護 患者　（患者であった者を

①患者の健康状態、症状、 含む。以下この節において
診断、予後および治療にっ 同じ。）　又はその遺族は、
き個人を特定しうる情報、 当該患者σ）診療にイ系る診療

ならびにその他個人のすべ 記録について、当該診療に
ての情報は、患者の死後も 係る医療機関の管理者　（法

秘密が守られなければなら 令の規定により医療機関の
ない。 管理者以外の者が保存する
②　医療従事者は、医療を こととされている診療記録
受ける者の医療情報及び個 については、当該法令の規
人を特定できる情報につい 定によりそれを保存するこ

記録開示と
﨣�ﾐ）保護

て、　正当な理由なくこれを
謗O者に開示してはならな
｢。

ととされている者，，以1ぐこ

ﾌ節において同じ．）に対
ｵ、その開示を請求するこ
とができる。

3．2　診療記録など開示請求 2　　患者が未成年者又は成
権 年被後見人であるときは、

患者は、医療機関に対し、 その法定代理人は、　当該患

診療録等の自己に関する医 者に代わって前項σ）規定に
療情報の開示を求める権利 よる開示σ）請求　（以下　「開

を有する。 示詳｝求」　と　し・う　。，）　を寸一る

ことができる。ただし、当
3－3医療従事者σ）診断内容 言亥「痢オ至言育求をづ“る　こ　と　方丈ソーi

などの説明 β亥患者び）意思に反すること

医療従事者が患者を診察し が明らかである場合は、こ
たときは、病名を含めた診 の限りでない。
断内容を告げ、当該疾病の 3　　前二項に規定する者σ）

内容、今後の推移、および ほか、患者の家族は、患者
これに対する検査・治療の が診療記録に記録されてい
内容や方法などについて、 る情報σ）内容に〆）いて理解
患者が理角早できるよ　うに易 することが困難な状態に渉）

しく説明しなければならな るとき又は患者の同意があ
い。 る　と　き　1ま、　当β亥患者1こイtわ

って開示請求をすることが
3－4診療情報を知らされな できる。
い権利
患者は、自身の診断や治療 第十九条
0）内容などに関する憐報を 医療機関の管理者は、開
知らされない権利を有する 示請求があったときは、当
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第3章　医療の主体
（医白市σ）土也f立び）イ呆「1章冬｝）

第18条

（医療担当者σ）処遇〉

第』・三十条　　　　（再掲）

　国は、各種医療担当者
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3－5第』二の意見（セカンド
　オピニオン）　の聴取

患者は、現に受診している
医療機関以外の医療機関を
受診し、それまでに得られ
た情報を提供して、音1見を求

めることができる。

4．健康教育

牛1健康教育の普及
すべての人は、個人の健康
と保健サービスσ）利用につ
いて、憶報を与えられたう
えでσ）選よ尺が・∫f混となるよ

うな健1裏教育を受キすること
ができる。

8．被害回復を求める権利
8－1医療被害対応
医療の過程において患者に
被害が生じた場合、患者・
家族・遺族は医療従事者に
対して、誠実な対応を求め
ることができる。

8・2原因究明等
q）患者・家族・遺族は医
療従1’匹者に対して、辛皮害σ）

原因究明、十分な情報開示
と説明を求めることができ
る。

②医療従事者は、医療被
害σ）再発防止措置の実施に
努めなければならない．

I
I
I

レ2医療従事者の患者σ）
権利擁護

該開示請求をした者に対
し、当該r用示請求に｛系る診
療　言己色女　　（　当　よ亥i喜多残匠δ己狂女1こ　当

該開示請求に係る患者に関
する情報以外σ）憶報が記録
されている場合には、当該
患者に関する情報に係る部
分に限る。第二卜四条第　・
項及び第四節を除き、以下
同じ。）を開示しなければ
なP）ない。ただし、開示す
ること1こ、辷り次σ）各｝3・σ）し・

ずれ．かに該当する場合は、
そσ一）全部又は一・部を開示し

ないことができる。
　一一一・～一二（略）

第二十条（略）

【非開示の場合σ）通知1

第二一トー一条（略）

【七「一1以内に開示の原則1
　2（略）

第■二十二条（略）

1一書面交イ寸による、診療記録

の開示方法】
2（田谷）【手数料び）徴収】

第二十三条（略）

【記録の訂正、追加、削除
請求権】

第』1一四条（略）

【記録の訂正と除外事由】
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医療提供者σ）

｠利

国は，医療の主体たる医
tの責任の重大性に鑑み，
ｻの自由性・独立性を尊重
ｵ，且つ，それに相応しい
ﾐ会的経済的地位を保障す
驍ｽめに必要な施策を講じ
ﾈければならない．
A　　国は，医療の公共性
ﾉ鑑み，医師が医療活動か
逍ﾖった損失については一
ｱれを保障するために必要
ﾈ施策を講じるものとす
驕D

の職務の公共性並びにそ
ﾌ職務について必要とさ
黷骰sxの知識及び技能
ﾉふさわしい社会的地位
ﾌ確保と経済的待遇の保
痰ｪなされる，仁う必要な
{策を講じなければなら
ﾈい。

謠¥五条
S　健康管理医は、住民
ﾌ健康管理上必要がある
ﾆ認めたときは、保健所
ﾉ対し、その職員による

医療従事者は、患者の諸権
��i護するために、国・
n方公共団体に対して、医
ﾃ体制の充実などを求める
ｱとができる．

P．3患者の同意と医療従事

ﾒの裁量
纓ﾃ従事者の適切な説明に
薰ﾃき患者が同意した場
〟A医療従事者は同意を得
ｽ範囲内で医療水準にした
ｪった合理的な判断に基づ
ｫ、適切な診療を実施する

（医療へσ）拘束の排除）

謔Q7条
曹ﾍ，医療σ）相互信頼性
ﾉ鑑み、医療保険による医
ﾃへσ）不当な拘束を排除
ｵ，ll．つ，医師の報酬を適
ｳに評価しうるようにする
ｽめに必要な施策を講じる
烽ﾌとする．

継続的な訪問指導を要請
ｷることができる生）のと
ｷる、
T　　健康管理医は、住民
ﾌ生活環境又は労働環境
ﾉ関し、地方公共団体又
ﾍ事業主に対し、　健康管
掾@ヒ必要な措置を溝ずる
謔､勧告、要請等を行な
､ことができるものとす

ことができる。

P．4　連携医療施設と　患者情

�ﾌ相互利用
f療の必要■ヒ、同一患者を
｡数の医療施設が連携して
f療する場合、各施設の医
ﾃ従事者は患者の同意を得
ｽ上で必要な情報を相互に
､通に利用することができ

る。 る。　この場合に各医療施設

6　健康管理医の健康管 σ）医療従事者は正当な事由

理業務に対する報酬は、 なくこれを関係者以外に漏

その担当する住民の員数 らしてはならない。

及び経験年数を考慮して
定める相当額の固定報酬
とし、これにへき地加算
乍筆σ）力目算　を　了オ＃　う　も　σ）　と

する。

その他

　〔前　文〕

纓ﾃの基本目的は，国民
ﾌ健康を増進する二とによ
ﾁて，国民の平和で車幅な
ｶ活に寄与し，あわせて国
ﾆσ）繁栄に貢献することに
ﾂ）る．

纓ﾃは，医学の社会的適

理　　由

@日本国憲法第二十一五条
ﾐ）精牛申に基づきすべてσ）

走ｯの生命と健康を守る
ｽめ、医療保障に関する
{策の指針及び国、地方
�､団体等の責務を明ら
ｩにするとともに、その

6．臨床研究と被験者の権
�U－1臨床研究の推進

ﾇ質、安全かっ適切な医療
ﾌ提供のためには優れた臨
ｰ研究の推進が不・∫欠であ
驕B

策一一条

@この法律は、医療を受け
骼ﾒに対し医療に関する情
�ｪその者及びその家族に
ﾆって十分に納得すること
ｪできる程度に提供されて
｢るとはいえない状況にあ
驕@こ　と　、　医療1こイ系る牛目談1こ
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その他

用で歩）り，医学が社会的に

K用されるあらゆる分野を
�№ｷる．それは，単に，
ｾ病の治療のみを意味する
烽ﾌではない，健康時の健
N養言蔓を出発，転と　し，　健康

ﾌ破綻の予防，疾病発弓一こ時

ﾌ対策，健康破綻からの回
怐C物療など、いくつかσ）
i階を包括し，　又，　人口構

｢・産業構造などの変化に
ﾎ応する特殊領域における
繩wσ）社会的適用をも包括
ｷる，　したがって，医療内
eは，…方において医学の
i歩に伴い，他方において、
h一h会的経済的諸条件σ）変化
ﾉ伴い，　イく四目こ充実発展し

I）つ浄）るといえる．　この医

ﾃσ）展開を阻一Iしする要因を

恚獅ｵ，　その向上を、汁るこ
ﾆは，　国民に対する国家の
ﾓ務である．　しかるに，医
ﾃに関する既存σ）諸制度

施策σ）基本　と　な　る一τ1ボ項を

閧ﾟる必要が歩）る。これ
ｪ、　この法律案を提出す
髣摎Rである。

6－2被験者の権利擁護
ﾕ床研究に当たっては、被
ｱ者σ）生命、　健康、　プライ

oシー及び尊厳が守られな
ｯればならない、

U－3臨床研究及び被験者保
�ﾉ関する立法臨床研究及
ﾒ被験者の権利については
ﾊ途定めること　とする、

V．被拘束者としての患者の

｠利
V－1患，者・の虐待禁一上し

｢かなる場・合も患者を虐待
ｵてはならない、

V－2患者の白山制限措置
ｳ者の身体拘束等自由を制
ﾀする際には、その制限は
ﾙ急その他やむを得ない場
№ﾉ限り、また必要最小限
xで行われなけれ
ﾎならない、

応じるイ水制がイく　トう｝である

ｱと、　医療に｛系る串二故等と

ｱれに対する医療機関等ぴ）
ﾎ応の在り方が問われる事
ﾔの相次ぐ発生等により医
ﾃに対する国民σ）イレや頼が低

ｺし／）つあること等にかノ）

ｪみ、医療を受ける者に対
ｷる医療に1刻する情報σ）提

氓ﾉついてσ）基本的な事
�、医療を受ける者に対す
驪獄ﾚ談支援に1撤し必要な事

�、医療事故等の原因究明
刪ﾀ全な医療を確保するた
ﾟに必要な事項等にノ）いて
閧凵jる　こ　と　1こよ　り　、　匝ミ瘍イを

�ｯる者σ）尊厳が保持さ
黶A医療を受ける者の理解
ﾆ自己決定に基づいた良質
ｩっ適切な医療の提供を促
i　し、　略一）ってヰ北が国σ）医療

ﾌ信頼性の確保及び向しと
纓ﾃを受ける者σ）権利利益
ﾐ）擁護に資ゴ’る　こ　と　を　目　的

は，　単に医療を疾病の治療 とする。

と　して　と　ら　えてし・るのみな

轤ｸ，医学の進歩，社会的
o済的諮条件の変化を無視
ｵて組み立てられており、
ｻ実の医療の展開からはな
ﾍだしく遊離し，その発展

7・3適正・罫続

O項の制限は、法の適正手
ｱに基づいて行われなけれ
ﾎならない．

第三十八条
@匡1の開1没する医揚餅幾関に
ﾖしては、　この法律σ）規定

ﾐ）適用について、政令で特
ﾊσ）定めを吋一る　こ　と　がて∋き

を阻害している．
る1，

ここに既存の医療関係諸
制度を木異本白勺に改革し、　医

療一医学の社会的適用を円
滑ならしめ，それによ’）て
医療環境を整備し，　国民の
健康を増進するためσ）政策
目標を示すためにこの法律
を制定する．
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